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特集 われらのまちに“新幹線”がやってきた
　　――九州新幹線（博多・新八代間）が暮らしを変えた



　

去
る
６
月
16
日
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
前
身
の
一

つ
で
あ
る
国
内
旅
客
船
公
団
が
創
立
さ
れ
て
、
満
60

年
を
迎
え
ま
し
た
。
内
航
海
運
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
て
き
た
船
舶
共
有
建
造
制
度
は
、
御
代
替

わ
り
の
今
年
、「
還
暦
」
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。
平

成
31
年
３
月
末
時
点
の
共
有
船
の
累
計
建
造
実
績

は
、
旅
客
船
１
０
３
２
隻
、
貨
物
船
３
０
２
３
隻
の

合
計
４
０
５
５
隻
と
な
り
、
昭
和
・
平
成
の
時
代
を

通
じ
て
、
老
朽
船
の
代
替
建
造
の
促
進
や
政
策
意

義
の
高
い
船
舶
の
建
造
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　

内
航
海
運
は
、
国
内
物
流
の
４
割
強
、
産
業
基

礎
物
資
輸
送
の
８
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

鉄
道
建
設
に
使
用
す
る
セ
メ
ン
ト
・
鉄
鋼
・
レ
ー
ル

な
ど
の
資
材
は
、
そ
の
大
半
が
内
航
船
を
使
用
し
て

輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
機
構
は
、
荷
主
で
あ
る
そ

れ
ら
資
材
の
製
造
企
業
に
と
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
一
方
、
資
材
の
基
幹
輸
送
手
段
で
あ
る
内
航
貨
物

船
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
の
海
運
事
業
者
は
中
小
企
業
が

99
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
内
航
船
を
建
造
す
る

造
船
所
と
と
も
に
、
そ
の
大
半
が
西
日
本
を
中
心

と
し
た
地
方
区
に
所
在
し
ま
す
。
当
機
構
は
離
島

航
路
船
や
国
内
ク
ル
ー
ズ
船
の
建
造
も
支
援
し
て

い
ま
す
の
で
、
共
有
建
造
制
度
は
地
域
の
振
興
・
活

性
化
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。　

　

昨
年
立
て
続
け
に
発
生
し
た
自
然
災
害
の
影
響

に
よ
り
、
一
部
が
寸
断
・
機
能
不
全
に
陥
っ
た
交
通

網
の
代
替
輸
送
手
段
と
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船

等
が
大
活
躍
し
、
船
舶
が
有
事
の
際
に
も
「
ヒ
ト
と

モ
ノ
の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
、
世
に
存
在
感
を

示
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、そ
の
フ
ェ
リ
ー・旅
客
船
は
、我
が
国
が
「
観

光
先
進
国
」
の
実
現
を
目
指
す
中
で
、
近
時
就
航

し
た
船
を
中
心
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
快

適
性
を
格
段
に
向
上
さ
せ
、
船
旅
の
魅
力
が
よ
り
一

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
共
有
船
が
い
ざ
な
う
船
旅
」、

一
度
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
内
航
海
運
の
世
界
は
、
近
い
将
来
、

環
境
性
能
と
省
エ
ネ
化
に
優
れ
た
Ｅ
Ｖ
船
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ

船
・
水
素
燃
料
電
池
船
等
が
実
用
化
さ
れ
る
一
方
、

自
動
運
航
船
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

先
進
的
な
船
舶
の
開
発
・
普
及
が
進
む
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
船
員
の
居
住
環
境
・
労
働
環

境
を
改
善
す
る
設
備
を
有
す
る
「
労
働
環
境
改
善

船
」
は
こ
れ
か
ら
の
内
航
新
造
船
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
次
世
代
船
の
建
造
は

ま
さ
に「
明
日
を
担
う
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

そ
の
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
時
代
も
、
当
機
構
の
技

術
力
の
存
在
感
と
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
「
還
暦
」
を
迎
え
た
共
有
建
造
制
度
で

す
が
、
今
後
は
、
孔
子
の
「
論
語
」
に
あ
る
〝
六
十

に
し
て
耳
順
う
〞
の
姿
勢
で
、
制
度
の
さ
ら
な
る
改

善
に
取
り
組
み
、
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
い
制

度
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
当
機
構
は
、
令

和
の
時
代
に
お
い
て
も
、
組
織
を
挙
げ
て
技
術
力
と

対
応
力
に
磨
き
を
か
け
、「
安
全
で
人
と
環
境
に
優

し
く
、
ク
リ
ー
ン
で
快
適
な
〝
良
い
船
〞」
を
一
隻

で
も
多
く
世
の
中
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

我
が
国
の
社
会
と
経
済
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

“還暦”を迎えた船舶共有建造制度
 理事 　木 村 岩 雄

巻頭言
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表紙の写真 : 京都丹後鉄道（宮舞線）
　京都丹後鉄道宮舞線は、京都府舞鶴市
の西舞鶴駅から同府宮津市の宮津駅に至
る24.7㎞。もとは旧国鉄、JR西日本の路
線であり、平成 2年 4月1日から北近畿
タンゴ鉄道 （KTR） が運営していた宮津線
の一部だった。平成 27年 4月1日から
はWILLER TRAINSを第2種鉄道事業者、
北近畿タンゴ鉄道を第3種鉄道事業者とす
る上下分離方式によって運行されている。
写真は、長さ約550ｍ、水面からわずかに
3ｍの高さの由良川橋りょうを、のんびり
と走る列車。

写真提供：PIXTA

九州新幹線（写真提供：JR九州）



　

熊
本
・
博
多
間
を
新
幹
線
通
勤

　

朝
6
時
40
分
、
通
勤
・
通
学
客
で
に
ぎ
わ

う
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
、
東
海
学
園
前
駅
。
熊

本
行
き
の
電
車
を
待
つ
乗
客
の
中
に
、
山
本

祐
介
さ
ん
（
41
）
の
姿
が
あ
っ
た
。
山
本
さ

ん
の
勤
め
先
は
、

福
岡
市
内
に
あ
る

熊
本
県
福
岡
事
務

所
。
毎
朝
、
熊
本

市
内
の
東
海
学
園

前
駅
か
ら
福
岡
ま

で
、
九
州
新
幹
線

を
利
用
し
て
通
勤

し
て
い
る
。

わ
れ
ら
の
ま
ち
に〝
新
幹
線
〞が
や
っ
て
き
た

　
　
九
州
新
幹
線（
博
多
・
新
八
代
間
）が
暮
ら
し
を
変
え
た 

 

文
・
写
真
：
栗
原 

景
（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

九
州
新
幹
線（
博
多
・
新
八
代
間
）開
業
に
よ
る

駅
周
辺
の
変
化
と
開
業
効
果

　
「
平
成
28
年
6
月
か
ら
、
新
幹
線
で
通
勤

し
て
い
ま
す
。
そ
の
年
の
4
月
に
熊
本
地
震

が
発
生
し
、
復
興
に
向
け
た
人
事
異
動
の
一

環
と
し
て
県
庁
の
観
光
課
か
ら
福
岡
事
務
所

に
異
動
し
ま
し
た
」

　

福
岡
へ
の
異
動
辞
令
が
出
た
時
、
山
本
さ

ん
は
三
人
目
の
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
数
カ
月

後
に
控
え
て
い
た
。

　
「
当
時
、
妻
の
体
調
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、

入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い

う
時
期
に
引
っ
越
し
や
単
身
赴
任
は
難
し

く
、
九
州
新
幹
線
で
熊
本
か
ら
通
勤
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
」

　

そ
れ
ま
で
、
自
宅
か
ら
県
庁
ま
で
徒
歩
で

通
勤
し
て
い
た
山
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
幹

線
通
勤
は
大
き
な
決
断
だ
っ
た

が
、
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間

を
確
保
し
つ
つ
、
復
興
に
向
け
た

仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
新
幹
線
が
な
か
っ
た
ら
、
熊

本
の
自
宅
か
ら
通
勤
す
る
こ
と

は
絶
対
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
九

州
新
幹
線
が
あ
っ
て
、
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

今
年
、全
線
開
業
か
ら
8
周
年
を
迎
え
た
、九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
。

最
高
速
度
２
６
０
㎞
／
ｈ
の
新
幹
線
は
、

沿
線
の
人
々
の
暮
ら
し
と
ま
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

そ
の
変
化
を
体
感
す
る
、小
さ
な
旅
に
出
か
け
た
。

通勤や通学にも活用されている九
州新幹線（博多・新八代間）。定期
券利用者は全線開業以来増加傾向
にある（写真提供＝ JR九州）

長距離通勤を難なくこなす山本祐介さん
（Ⓒ2010熊本県くまモン）
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新
幹
線
を
最
大
限
活
用
し
て

復
興
す
る
熊
本
を
Ｐ
Ｒ

　

6
時
55
分
、
熊
本
駅
に
到
着
。
同
じ
電

車
を
降
り
た
乗
客
の
う
ち
10
人
ほ
ど
が
、
山

本
さ
ん
と
と
も
に
新
幹
線
連
絡
改
札
口
に
向

か
っ
た
。
近
年
、
九
州
新
幹
線
を
通
勤
に
利

用
す
る
人
は
増
え
て
い
る
。
新
幹
線
定
期
利

用
者
数
は
、
全
線
開
業
前
が
1
日
平
均
２
７

０
０
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
開
業
初
年
度
の

平
成
23
年
度
は
５
６
４
９
人
に
倍
増
。
そ
の

後
も
増
加
傾
向
が
続
き
、
平
成
29
年
度
は

平
均
７
０
１
１
人
を
記
録
し
て
い
る
。

　

山
本
さ
ん
と
、熊
本
駅
7
時
06
分
発
の「
さ

く
ら
４
０
０
号
」
博
多
行
き
に
乗
車
し
た
。

九
州
新
幹
線
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
、
８
０
０
系
6

両
編
成
だ
。
こ
の
日
は
、
取
材
の
都
合
上
指

定
席
に
乗
車
し
た
が
、
普
段
は
自
由
席
を
利

用
す
る
。
た
い
て
い
2
号
車
に
乗
る
そ
う
だ
。

　
「
1
号
車
は
乗
降
扉
が
1
カ
所
し
か
な
く

て
混
雑
し
ま
す
し
、
2
号
車
が
空
い
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
」

　

山
本
さ
ん
の
判
断
は
正
し
い
。
2
号
車
に

は
ト
イ
レ
や
車
掌
室
が
な
く
、
座
席
が
他
の

車
両
よ
り
も
多
い
（
80
席
）
の
だ
。
こ
の
時

間
帯
、
自
由
席
の
乗
客
は
、
多
く
が
定
期
利

用
客
。
よ
く
見
か
け
る
人
も
多
い
。
月
曜
日

の
朝
は
、
他
の
曜
日
よ
り
も
混
雑
す
る
。
週

末
を
熊
本
の
実
家
で
過
ご
す
、
単
身
赴
任
の

人
た
ち
が
利
用
す
る
の
だ
ろ
う
。
月
曜
朝
ま

熊本駅で乗り換え。連絡改札口があるので乗り
換えはスムーズ（右上）
博多行き「さくら400号」が熊本駅に到着。後
方の自由席は通勤客で混雑する（上）

熊本駅からわずか39分で博多駅に到着。東京なら立
川駅・東京駅間の所要時間とほぼ同じ職場に着いたら、まずは看板を出す

平成 30年 12月に広島駅で行われた「熊本・
人吉においでよプロジェクト in広島駅」。広島
から熊本は1～ 2泊程度の旅に最適だ
（Ⓒ2010熊本県くまモン）

東海学園前駅から 6時 41分発の熊本行き
で出発。たいてい水前寺駅で座れるとか

博多までは新聞を読む時間。普段は日差しが入
らない左側が好みだとか

で
実
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
の
も
、
九
州

新
幹
線
が
も
た
ら
し
た
恩
恵
の
一つ
だ
。

　

車
内
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
山
本
さ
ん

は
熊
本
の
地
元
紙
を
広
げ
た
。
博
多
ま
で
の

所
要
時
間
は
39
分
。
新
聞
を
一
通
り
読
み
こ

な
す
の
に
、
ち
ょ
う
ど
良
い
。

　

新
鳥
栖
駅
を
発
車
し
、
福
岡
市
街
に
入
っ

た
「
さ
く
ら
」
は
、
西
鉄
大
牟
田
線
と
交
差

し
た
。

　
「
今
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
ま
で
、
こ
こ
で
毎

日
西
鉄
の
電
車
が
見
え
ま
し
た
。
毎
朝
ほ
ぼ

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
見
え
る
の
で
、
鉄
道
の

ダ
イ
ヤ
の
正
確
さ
に
感
心
し
た
も
の
で
す
」

　

帰
り
の
時
間
は
日
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
だ

が
、
普
段
は
20
時
過
ぎ
に
は
帰
宅
で
き
、
夕

食
は
家
で
と
る
。
最
終
の
新
幹
線
は
23
時
10

分
発
で
、
ち
ゃ
ん
と
豊
肥
本
線
の
最
終
列
車

に
も
接
続
し
て
い
る
の
で
、
飲
み
会
が
あ
っ

て
も
、
福
岡
在
住
の
人
と
同
じ
よ
う
に
参
加

で
き
る
と
い
う
。

　

7
時
45
分
、
博
多
駅
に
到
着
。
福
岡
市
営

地
下
鉄
空
港
線
に
乗
り
換
え
て
、
天
神
駅
へ
。

熊
本
県
福
岡
事
務
所
が
あ
る
ア
ク
ロ
ス
福
岡

は
天
神
駅
か
ら
地
下
通
路
で
直
結
し
て
お
り
、

8
時
10
分
、
職
場
に
到
着
し
た
。
自
宅
か
ら

の
所
要
時
間
は
、
1
時
間
40
分
ほ
ど
だ
。

　
「
東
海
学
園
前
駅
か
ら
職
場
ま
で
、
一
度

も
外
に
出
ず
に
通
勤
で
き
ま
す
。
県
庁
ま
で

徒
歩
で
通
勤
し
て
い
た
時
よ
り
も
、
雨
の
日

は
む
し
ろ
楽
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）」

九州新幹線（博多・新八代間）開業による
駅周辺の変化と開業効果特集 
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熊
本
県
福
岡
事
務
所
で
の
山
本
さ
ん
の
役

職
は
、「
く
ま
も
と
セ
ー
ル
ス
担
当
課
長
」。

北
九
州
か
ら
広
島
県
に
至
る
地
域
か
ら
県
内

へ
の
観
光
誘
客
促
進
が
主
な
仕
事
だ
。
昨
年

12
月
と
今
年
5
月
に
は
、
広
島
で
熊
本
県
や

人
吉
地
区
の
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
。
く
ま
モ
ン
人
気
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
「
広
島
駅
か
ら
熊
本
駅
ま
で
は
最
速
1
時

間
35
分
で
、
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
と
い

う
の
が
と
て
も
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で

す
。
7
月
か
ら
は
、
22
年
ぶ
り
と
な
る
熊

本
県
単
独
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
九
州
新
幹
線
の
便

利
さ
を
最
大
限
活
用
し
て
、
多
く
の
人
に
熊

本
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

九
州
新
幹
線
の
便
利
さ
を
日
々
実
感
し
て

い
る
山
本
さ
ん
は
、
九
州
新
幹
線
を
通
じ
て
、

復
興
が
進
む
熊
本
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
が

成
功
を
収
め
る
新
鳥
栖
駅

　

山
本
さ
ん
と
別
れ
、
博
多
駅
に
戻
る
と
ま

だ
お
昼
前
。
改
め
て
九
州
新
幹
線
に
熊
本
ま

で
乗
車
し
、
開
業
か
ら
8
年
が
経
過
し
た
沿

線
を
観
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
は
、
博
多
11
時
41
分
発
の
「
つ
ば
め

３
２
１
号
」
に
乗
っ
て
新
鳥
栖
へ
。
先
ほ
ど

山
本
さ
ん
と
乗
っ
た
「
さ
く
ら
４
０
０
号
」

と
同
じ
、
８
０
０
系
Ｕ
０
０
８
編
成
だ
。
九

州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
時
に

増
備
さ
れ
た
編
成
の
一
つ
で
、
博
多
織
や
久

留
米
絣
な
ど
、
九
州
の
伝
統
工
芸
品
や
素
材

が
随
所
に
使
わ
れ
て
い
る
。
自
由
席
・
指
定

席
と
も
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
4
列
シ
ー
ト
な

の
も
良
い
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
で
最
長
と
な

る
、
全
長
1
万
２
１
１
５
ｍ
の
筑
紫
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
、
新
鳥
栖
駅
に
着
い
た
。
新

鳥
栖
駅
の
周
囲
に
は
、
コ
イ
ン
駐
車
場
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
駅
前
に
車
を
停
め
、
新
幹

線
や
在
来
線
を
利
用
す
る
「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ

ド
」
シ
ス
テ
ム
で
、
駅
か
ら
徒
歩
3
分
以
内

の
場
所
に
4
カ
所
、
５
９
０
台
分
の
駐
車
場

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
料
金
は
30
分
ま
で
無

料
、
12
時
間
ま
で
１
０
０
円
、
24
時
間
ま
で

３
０
０
円
。
観
光
案
内
所
の
係
員
に
、
安
い

で
す
ね
と
話
し
か
け
る
と
、
以
前
は
24
時
間

１
０
０
円
だ
っ
た
と
言
う
。
そ
れ
で
も
利
用

率
は
高
く
、
最
も
遠
い
第
3
駐
車
場
以
外
満

車
だ
っ
た
。
空
車
状
況
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で

き
る
の
も
便
利
だ
。

　
「
新
幹
線
が
で
き
て
か
ら
、
こ
の
駅
に
車

を
置
い
て
、
新
幹
線
で
博
多
や
熊
本
に
通
勤

す
る
方
が
増
え
ま
し
た
。
佐
賀
の
ほ
う
へ
、

在
来
線
で
通
勤
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
よ
」

　

新
鳥
栖
駅
は
、
鳥
栖
の
市
街
地
か
ら
一
歩

西
へ
出
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
パ
ー
ク
＆
ラ
イ

ド
を
活
用
し
て
渋
滞
を
避
け
、
福
岡
、
熊
本
、

そ
し
て
佐
賀
と
3
方
面
へ
移
動
し
や
す
い
、

絶
好
の
立
地
な
の
で
あ
る
。

　

駅
の
南
側
に
見
え
る
小
さ
な
山
は
、
戦
国

時
代
の
城
址
が
残
る
朝
日
山
公
園
だ
。
駅
前

か
ら
遊
歩
道
が
あ
り
、
中
腹
に
あ
る
配
水
池

か
ら
新
鳥
栖
駅
を
一
望
で
き
る
。
あ
い
に
く

強
い
雨
が
降
り
出
し
た
が
、
整
然
と
駐
車
さ

れ
た
多
く
の
自
動
車
を
見
る
と
、
新
鳥
栖
駅

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
た
。

新
幹
線
が
つ
な
ぐ
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ン

　

新
鳥
栖
駅
14
時
15
分
発
の
「
つ
ば
め
３
２

５
号
」
に
乗
っ
て
、
筑
後
船
小
屋
駅
へ
。
今

度
は
、「
み
ず
ほ
」
に
も
使
わ
れ
る
Ｎ
７
０
０

系
Ｓ
編
成
だ
。
自
由
席
は
東
海
道
・
山
陽
新

幹
線
と
同
じ
5
列
シ
ー
ト
だ
が
（
指
定
席
は

新鳥栖駅の駅舎は鳥をイメージしたデザインで、世界的な国際鉄道デザインコンペティションであるブル
ネル賞を受賞した

筑紫トンネルを出て新鳥栖駅に到着するN700
系「さくら」

新鳥栖駅前のパーク&ライド駐車場はほぼ満車

朝日山公園の展望台からは新幹線と佐賀平野を一望
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4
列
）、「
和
」
を
意
識
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
が

特
徴
だ
。

　

筑
後
船
小
屋
駅
は
、
駅
前
に
プ
ロ
野
球
・

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
タ
マ
ホ
ー

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
筑
後
（
通
称
タ
マ
ス
タ
筑
後
）

が
あ
る
。
タ
マ
ス
タ
筑
後
は
、
平
成
28
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
2
軍
・
3
軍
（
フ
ァ
ー
ム
）

専
用
の
ス
タ
ジ
ア
ム
だ
。
ホ
ー
ク
ス
の
本
拠

地
で
あ
る
福
岡
ド
ー
ム
と
全
く
同
じ
広
さ
を

持
ち
、
３
１
１
３
人
を
収
容
で
き
る
観
客
席

も
あ
る
。
平
成
25
年
に
ホ
ー
ク
ス
が
フ
ァ
ー

ム
専
用
の
ホ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン
候
補
地
を
募
集

し
た
際
、
地
元
筑
後
市
が
周
辺
6
市
町
と
協

力
し
て
誘
致
し
た
も
の
で
、
若
き
ホ
ー
ク
ス

の
選
手
た
ち
は
こ
こ
で
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ

を
戦
い
、
フ
ァ
ン
は
明
日
の
ス
タ
ー
選
手
を

応
援
す
る
。

　
「
福
岡
か
ら
新
幹
線
で
応
援
に
来
る
フ
ァ
ン

の
方
も
多
い
で
す
。
大
阪
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
」

　

観
光
案
内
所
の
女

性
職
員
が
言
っ
た
。
そ

う
い
え
ば
、
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の

ル
ー
ツ
は
、
大
阪
の
南

海
ホ
ー
ク
ス
。
今
も
、

関
西
に
は
熱
心
な
ホ
ー

ク
ス
フ
ァ
ン
が
大
勢
い

る
。
山
陽
・
九
州
新
幹

線
が
、
昭
和
、
平
成
、

そ
し
て
令
和
の
ホ
ー
ク

ス
フ
ァ
ン
を
つ
な
い
で

い
る
。

　

観
光
案
内
所
の
横

に
、「
船
小
屋
炭
酸
温

泉
」
と
書
か
れ
た
古
い

石
碑
が
あ
っ
た
。
船
小

屋
は
１
８
２
４
（
文
政

7
）
年
に
開
湯
し
た
老

舗
の
温
泉
地
。
筑
後

新幹線の車内からも「タマホームスタジアム筑後」はよく見える

新鳥栖駅同様、ブルネル賞を受賞した新玉名駅

2年後の完成を目指して新病院の建設が始まった

船
小
屋
駅
か
ら
15
分
ほ
ど
歩
い
た
所
に
位
置

し
、
日
帰
り
温
泉
施
設
の
「
恋
ぼ
た
る
」
も

あ
る
。
塩
分
と
鉄
分
、
そ
し
て
炭
酸
を
豊
富

に
含
む
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸

水
素
塩
泉
で
、
茶
色
い
温
め
の
露
天
風
呂
に

浸
か
る
と
、
身
体
の
芯
か
ら
温
ま
っ
た
。

救
急
搬
送
に
も
対
応
し

地
域
医
療
に
貢
献

　

16
時
25
分
発
の
「
つ
ば
め
３
２
９
号
」
で
、

も
う
一
つ
、
新
玉
名
駅
に
降
り
て
み
た
。
駅

周
辺
は
、
家
電
量
販
店
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
ほ
か
は
一
面
の
田
ん
ぼ
で
、
の
ど
か

な
雰
囲
気
だ
。
埋
蔵
文
化
財
が
多
い
た
め

に
開
発
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
が
、
駅
の
北
側
で
は
、
く
ま
も
と
県
北
病

院
機
構
新
病
院
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
い

る
。

　

九
州
新
幹
線
は
、
地
域
医
療
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
福
岡
・
熊
本
・
鹿
児
島
が

新
幹
線
で
結
ば

れ
た
こ
と
に
よ

り
、
医
師
の
迅

速
な
移
動
が
可

能
に
な
り
、
医

師
不
足
の
改
善

に
一
役
買
っ
て
い

る
の
だ
。
ま
た
、

九
州
新
幹
線
の

車
両
は
、
多
目

的
室
に
医
療
器
具
用
の
電
源
な
ど
が
装
備

さ
れ
、
患
者
を
乗
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を

搬
入
し
た
り
、
新
生
児
を
保
育
器
に
入
れ
た

ま
ま
輸
送
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
新
玉
名
駅
前
に
大
規
模
病
院
が
完

成
す
れ
ば
、
地
域
の
医
療
体
制
は
ま
す
ま
す

充
実
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

１
時
間
後
の
「
つ
ば
め
３
３
１
号
」
に
乗

り
、
17
時
49
分
、
熊
本
駅
に
到
着
し
た
。
昨

年
、
在
来
線
の
高
架
化
が
完
了
し
た
熊
本
駅

は
今
年
3
月
に
新
駅
舎
も
完
成
し
、
現
在
は

令
和
３
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
地
上

12
階
、
地
下
1
階
の
熊
本
駅
ビ
ル
が
建
設
中

だ
。「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」
に
よ
る
交
通
結
節

点
、
ホ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン
誘
致
に
よ
る
地
域
振

興
、
医
療
施
設
の
充
実
と
、
九
州
新
幹
線
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

九
州
新
幹
線
は
、
九
州
の
ま
ち
を
一
層
堅

く
結
び
付
け
、
新
し
い
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

再開発が進む熊本駅。左手に駅ビルが建設される

観光案内所の横には昭和28年建立の温泉の石碑も駅前では時報とともに音楽が流れキャラクターが登場

九州新幹線（博多・新八代間）開業による
駅周辺の変化と開業効果特集 
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熊本での暮らしを支えてくれる、
九州新幹線に大感謝！！

スザンヌさん（タレント）

❖
熊
本
か
ら
と
て
も
近
く
な
っ
た

　

福
岡
・
大
阪

　
「
４
年
前
に
生
活
の
拠
点
を
熊
本
に
移
し

て
、
熊
本
と
九
州
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
水
は
き
れ
い
だ
し
野
菜
は
お
い
し
い

し
、
海
も
山
も
近
く
に
あ
っ
て
、
子
育
て
に

最
高
の
環
境
で
す
」

　

こ
ん
な
ふ
う
に
地
元
・
熊
本
へ
の
愛
を
熱

く
語
る
の
は
、
熊
本
出
身
の
タ
レ
ン
ト
、
ス

ザ
ン
ヌ
さ
ん
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や
C
M

な
ど
で
活
躍
し
な
が
ら
、
平
成
20
年
か
ら
は

「
熊
本
県
宣
伝
部
長
」
に
就
任
し
、
熊
本
と
九

州
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

　

九
州
新
幹
線
と
の
縁
も
深
い
。
平
成
23
年

で
の
ん
び
り
し
て
い
る
う
ち
に
到
着
し
ま
す
」

　

仕
事
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
大

き
く
変
わ
っ
た
。

　
「
私
は
福
岡
の
高
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、

福
岡
市
内
に
友
だ
ち
が
多
い
ん
で
す
。
以
前

で
し
た
ら
、
熊
本
か
ら
福
岡
ま
で
遊
び
に
行

く
の
は
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し
た
が
、
今
で
し

た
ら
子
ど
も
が
『
○
○
く
ん
と
遊
び
た
い
』

と
言
え
ば
『
じ
ゃ
あ
遊
び
に
行
こ
っ
か
』
と

気
軽
に
出
か
け
ら
れ
ま
す
。
友
だ
ち
と
の
距

離
も
近
く
な
り
ま
し
た
ね
」

❖
快
適
す
ぎ
る
ゆ
え
の
失
敗
も

　

ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
が
お
気
に
入
り
の
列
車
は
、

『
み
ず
ほ
』
と
『
さ
く
ら
』
だ
。

　
「
普
通
車
で
も
シ
ー
ト
が
ゆ
っ
た
り
し
て

い
て
、
の
び
の
び
座
れ
る
の
が
大
好
き
で
す
。

初
め
て
乗
っ
た
時
は
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の

の
全
線
開
業
時
に
は
、
こ
の
時
デ
ビ
ュ
ー
し

た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
く
ま
モ
ン
」
と
と
も
に
、

熊
本
駅
で
一
番
列
車
の
見
送
り
も
し
た
。

　
「
あ
の
時
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

直
後
で
と
て
も
心
配
で
し
た
が
、
鹿
児
島
か

ら
福
岡
、
大
阪
、
東
京
ま
で
新
幹
線
が
つ
な

が
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
」

　

今
は
故
郷
の
熊
本
市
内
で
、
子
育
て
と
タ

レ
ン
ト
活
動
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
を

実
現
し
た
の
が
、
九
州
新
幹
線
だ
。

　
「
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
て
、
福
岡
が
本
当

に
近
く
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
、
福
岡
ま
で

は
バ
ス
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

往
復
約
４
時
間
か
か
る
の
で
、
飛
行
機
で
東

京
に
行
く
の
に
近
い
感
覚
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
、今
で
は
『
み
ず
ほ
』
な
ら
片
道
30
分
。

熊
本
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
い
つ
で
も
福
岡
の

仕
事
が
で
き
ま
す
」

　

東
京
や
大
阪
で
の
仕
事
も
多
い
。
特
に
、

大
阪
ま
で
の
往
復
は
た
い
て
い
新
幹
線
だ
。

最
近
ま
で
大
阪
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
仕
事
が

あ
っ
た
と
い
う
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
は
、
２
週
間

に
１
度
、
大
阪
に
通
っ
て
い
た
。

　
「
乗
り
換
え
な
し
で
熊
本
駅
か
ら
新
大
阪
ま

で
１
本
で
行
け
る
と
い
う
の
が
本
当
に
便
利

で
す
。
所
要
時
間
も
、
い
ち
ば
ん
速
い
『
み

ず
ほ
』
な
ら
２
時
間
59
分
で
す
か
ら
、
車
内

くまモンとは多くのイベント等で共演してい
る。もはや「弟のような存在」とか（©2010
熊本県くまモン）

Interview
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電
車
が
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
ん
だ
と
思
っ
た
ら
、
う
れ
し
く
な
っ

て
。
も
ち
ろ
ん
、『
つ
ば
め
』
も
素
敵
な
ん
で

す
け
ど
、
今
は
子
ど
も
が
ま
だ
幼
い
の
で
、

少
し
で
も
早
く
着
く
列
車
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

　

仕
事
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
と
、
九
州
新
幹

線
を
存
分
に
活
用
し
て
い
る
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん

だ
が
、
快
適
す
ぎ
る
ゆ
え
に
失
敗
し
た
経
験

も
あ
る
そ
う
だ
。

　
「
新
大
阪
や
博
多
か
ら
最
終
の
『
み
ず
ほ
』

に
乗
っ
て
、
寝
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
最
終
の
『
み
ず
ほ
』
は
、
熊
本

を
発
車
し
た
ら
次
は
鹿
児
島
中
央
な
の
で
、

大
変
な
ん
で
す
よ
。
鹿
児
島
中
央
駅
の
ホ
テ

ル
に
泊
ま
っ
て
、
翌
朝
戻
る
ん
で
す
が
、
今

ま
で
に
４
回
く
ら
い
や
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね

…
…
。
あ
っ
、も
ち
ろ
ん
本
当
に
用
事
が
あ
っ

て
鹿
児
島
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ（
笑
）」

❖
新
幹
線
か
ら
感
じ
る
全
国
の
絆

　

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
４
月
、
熊
本
県

一
帯
を
熊
本
地
震
が
襲
っ
た
。
地
震
発
生
時
、

ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
は
仕
事
で
福
岡
市
内
に
い
た
。

　
「
家
族
の
無
事
は
す
ぐ
に
確
認
で
き
た
の
で

す
が
、
公
共
交
通
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
車
で
熊
本
ま
で
９
時
間
も
か
か
り
ま
し

た
。
新
幹
線
が
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
と

便
利
さ
を
改
め
て
か
み
し
め
ま
し
た
」

　

２
度
の
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受

け
た
熊
本
だ
が
、
全
国
か
ら
救
援
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
、
九
州
新
幹
線
は
４
月
27
日
か

ら
全
線
で
運
行
を
再
開
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
頃
、

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
の
C
M
映
像
が
東
日

本
で
も
流
れ
て
、〝
感
動
し
た
〞〝
あ
り
が
と

う
〞
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
ん
で
す
が
、
今

度
は
私
た
ち
が
全
国
の
人
に
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
熊
本
駅
の
駅
員
さ
ん
も
、
家
に

帰
れ
ば
被
災
者
な
の
に
、
皆
の
た
め
に
す
ご

く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
て
、
私
も
、
で
き

る
こ
と
を
が
ん
ば
ろ
う
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
無
言
の
〝
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
〞
が

あ
ち
こ
ち
で
感
じ
ら
れ
て
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
」

　

多
く
の
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
熊
本
は
復

興
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
九
州
新
幹
線
は
、

熊
本
の
人
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
だ
。

　
「
熊
本
駅
に
来
る
と
、
新
幹
線
の
お
か
げ
で

街
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
以
前

の
熊
本
は
、
限
ら
れ
た
場
所
し
か
に
ぎ
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
駅
周
辺
に

新
し
い
施
設
が
で
き
て
い
ま
す
。
駅
に
有
名

な
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
も
開
店
し
、
熊
本
駅
か

ら
新
幹
線
に
乗
る
人
に
、
お
勧
め
で
き
る
選

択
肢
が
増
え
て
き
ま
し
た
」

　

街
に
に
ぎ
わ
い
と
便
利
を
呼
び
込
む
、
新

幹
線
。
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
の
願
い
は
、
新
幹
線

の
便
利
さ
が
九
州
全
体
に
広
が
る
こ
と
だ
。

　
「
大
分
と
か
、
宮
崎
と
か
、
ま
だ
新
幹
線
が

な
い
県
に
も
新
幹
線
が
で
き
た
ら
い
い
な
っ

て
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
九
州
全
体
が

つ
な
が
っ
て
、
今
よ
り
も
も
っ
と
ひ
と
つ
に

な
れ
る
と
思
う
ん
で
す
」

　

新
幹
線
が
街
を
つ
な
ぎ
、
ふ
る
さ
と
に
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
。
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
は
、

そ
の
う
れ
し
さ
を
誰
よ
り
も
感
じ
て
い
る
と

い
え
そ
う
だ
。

スザンヌさんの暮らしに新幹線は欠かせない。自身のインスタグラムで
も、新幹線車内外の写真を数多く発信している

昭和61年、熊本市（旧・植木町）
生まれ。タレント、モデルとし
て、テレビのバラエティー番組、
ＣＭ、雑誌等で活躍。平成 20
年から「熊本県宣伝部長」。平
成 27年から熊本市に在住。仕
事で福岡、東京、大阪などを行
き来しながら、子育てに奮闘中。

九州新幹線（博多・新八代間）開業による
駅周辺の変化と開業効果特集 
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鉄道・運輸機構の取り組み

　独立行政法人通則法の規定に基づき、国土交通大臣から指示を受けた「第４期中期目標（期間：
平成 30～ 34年度）」を達成するために当機構が作成した「第４期中期計画」を実施するにあたっ
て、平成 31年度の業務運営に関する計画を定めました。平成 31年度計画は、当機構のホームペー
ジにおいて公表しております。（https://www.jrtt.go.jp/01Organization/Plan/pdf/h31keikaku.pdf）
　以下、平成 31年度計画の主な内容について紹介させていただきます。

平
成
31
年
度
計
画
の
主
な
内
容

❷ 

都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業

　

建
設
中
の
各
路
線
に
つ
い
て
、
事
業
費
お
よ
び
工

程
の
管
理
を
適
切
に
行
い
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の

着
実
な
進
捗
を
図
る
。

ａ
．
神
奈
川
東
部
方
面
線
（
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
）

・
開
業
監
査
等
を
進
め
、
平
成
31
年
度
下
期
に
開
業

　
す
る
。

ｂ
．
神
奈
川
東
部
方

      

面
線
（
相
鉄
・

     

東
急
直
通
線
）

・
新
横
浜
駅
の
躯
体

 

構
築
は
本
体
部
分

　
を
完
了
す
る
。
ま

　
た
新
綱
島
駅
の
躯

　
体
構
築
は
立
坑
部

　
お
よ
び
非
開
削
部

　
を
除
き
完
了
す
る
。

・
建
築
工
事
お
よ
び
機
械
工
事
に
着
手
す
る
。

　
❸ 

鉄
道
建
設
業
務
に
関
す
る
技
術
力
を
活
用
し
た

　

受
託
業
務
等
の
支
援

　

受
託
工
事
線
に
つ
い
て
、
協
定
に
基
づ
い
た
工
期

内
で
完
成
で
き
る
よ
う
着
実
な
進
捗
を
図
る
。

　

中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
非
常
口
工
事
お
よ
び
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
着
実
に
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
鉄
道
事
業
者
等
か

  

鉄
道
建
設
等
業
務

❶ 

整
備
新
幹
線
整
備
事
業

　

建
設
中
の
新
幹
線
の
各
路
線
に
つ
い
て
、
事
業
費

お
よ
び
工
程
の
管
理
を
適
切
に
行
い
、
以
下
の
と
お

り
事
業
の
着
実
な
進
捗
を
図
る
。

ａ
．
北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）

・
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
発
注
を
完
了
し
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
実
施
す
る
。

・
明
か
り
区
間
の
詳
細
設
計
等
を
実
施
す
る
。

ｂ
．
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）

・
土
木
工
事
を
実
施
し
、
軌
道
敷
設
工
事
に
着
手
す

る
。

・
電
気
建
物
の
建
築
工
事

　

を
実
施
し
、
電
気
工
事

　

に
着
手
す
る
。

ｃ
．
九
州
新
幹
線
（
武
雄

　
　

温
泉
・
長
崎
間
）

・
主
た
る
区
間
で
土
木
本

　

体
工
事
を
終
え
、
軌
道

　

敷
設
工
事
を
実
施
す
る
。

・
電
気
建
物
の
建
築
工
事

　
を
実
施
す
る
。

・
電
気
工
事
の
発
注
を
完

　

了
し
、
電
気
工
事
を
実

　

施
す
る
。

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）「建設が進む渡島トンネル(村山工区)」

神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）「開業を控え
た羽沢横浜国大駅」

平成31年度計画について
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者
に
周
知
、
徹
底
す
る
。

　

鉄
道
建
設
工
事
の
進
捗
を
踏
ま
え
、
技
術
開
発

テ
ー
マ
の
抽
出
か
ら
成
果
の
活
用
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
推
進
す
る
た
め
、
土
木
、
軌
道
、
機
械
、
建
築
、

電
気
の
業
務
分
野
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
分
科
会
に

お
い
て
、
各
路
線
に
係
る
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
計
画
的

に
技
術
開
発
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
技
術
開
発
成
果

の
活
用
状
況
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
進
め

る
。

　

さ
ら
に
、
建
設
技
術
に
係
る
各
種
学
会
等
へ
の
積

極
的
な
参
画
に
加
え
、
技
術
開
発
を
推
進
し
、
そ
の

成
果
を
こ
れ
ら
の
学
会
等
並
び
に
本
社
に
お
け
る
技

術
研
究
会
お
よ
び
支
社
局
に
お
け
る
業
務
研
究
発
表

会
を
通
じ
て
公
表
す
る
。

　

加
え
て
、
鉄
道
建
設
特
有
の
技
術
に
つ
い
て
、
部

外
へ
適
切
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
現
場
見
学
会

等
の
実
施
に
取
り
組
む
。

❺ 
我
が
国
鉄
道
技
術
の
海
外
展
開
に
向
け
た

     
取
り
組
み

　

国
土
交
通
省
等
の
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
鉄
道
分
野
に
お
け
る
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の

我
が
国
事
業
者
の
参
入
が
図
ら
れ
る
よ
う
、「
海
外
社

会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」（
平
成
30
年
法
律
第
40
号
）に
基
づ
き
、

新
幹
線
鉄
道
の
技
術
が
活
用
さ
れ
、
ま
た
は
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
海
外
の
高
速
鉄
道
に
関
す

る
事
業
性
等
の
調
査
、
測
量
、
鉄
道
構
造
物
や
電
気
、

機
械
設
備
等
の
設
計
、
工
事
管
理
、
試
験
お
よ
び
研

究
を
行
う
。

　

イ
ン
ド
高
速
鉄
道
計
画
に
つ
い
て
は
、
設
計
業
務

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
等
関
係
者
と
の
緊
密
な
連

携
の
下
で
技
術
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
工
事
管
理

に
関
す
る
業
務
の
発
注
が
あ
っ
た
際
に
は
、
当
該
業

務
の
受
注
を
目
指
す
。
加
え
て
、
他
国
の
高
速
鉄
道

に
関
す
る
調
査
・
設
計
・
工
事
管
理
等
の
業
務
に
つ

い
て
も
、
受
注
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
国
等
が
進
め
る
我
が
国
鉄
道
技
術
の
海
外

展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
協
力
し
、
海
外
へ

の
専
門
家
派
遣
や
各
国
の
研
修
員
等
の
受
け
入
れ
、

鉄
道
分
野
に
お
け
る
国
際
規
格
へ
の
取
り
組
み
、
海

外
の
鉄
道
建
設
関
係
の
機
関
等
と
の
技
術
交
流
等
を

行
う
。

  

鉄
道
助
成
業
務
等

❶ 

鉄
道
助
成

　

勘
定
間
繰
入
・
繰
戻
お
よ
び
補
助
金
交
付
業
務
等

ら
の
要
請
に
対
応
し
、

鉄
道
整
備
の
計
画
に

関
す
る
調
査
を
実
施

す
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30

年
度
に
要
請
の
あ
っ

た
南
阿
蘇
鉄
道
第
一

白
川
橋
り
ょ
う
の
設

計
照
査
を
推
進
し
、

災
害
復
旧
を
支
援
す

る
。

　

鉄
道
施
設
の
保
全
・

改
修
、
交
通
計
画
策

定
等
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
度
を
用
い

て
、
鉄
道
施
設
の
保
全
・
改
修
等
に
係
る
技
術
的
な

事
項
に
つ
い
て
適
切
か
つ
極
力
き
め
細
や
か
に
助
言

す
る
ほ
か
、
鉄
道
施
設
等
に
係
る
技
術
的
な
情
報
の

提
供
等
、
地
域
に
お
け
る
交
通
計
画
の
検
討
、
分
析
、

評
価
等
に
資
す
る
機
構
の
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｐ
Ｅ
）
を
活
用
し
た
支
援
を
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
鉄
道
事
業
者
等
の
懸
案
と
さ
れ
て

い
る
設
備
の
老
朽
化
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
行
う

と
と
も
に
、
機
構
の
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

❹ 

鉄
道
建
設
に
係
る
業
務
の
質
の
向
上
に
向
け
た

    

取
り
組
み

　

良
質
な
鉄
道
を
建
設
す
る
た
め
に
、
品
質
管
理
・

施
工
管
理
等
に
係
る
技
術
基
準
類
の
継
続
的
整
備
を

行
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
講
習
会
等
を
通
じ
関
係

南阿蘇鉄道 (第一白川橋りょう）

国際高速鉄道協会（IHRA）国際フォーラム（金沢）における
当機構職員講演
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に
つ
い
て
、
法
令
そ
の

他
に
よ
る
基
準
に
基
づ

き
確
実
に
処
理
す
る

と
と
も
に
、
標
準
処
理

期
間
内
に
執
行
で
き

る
よ
う
適
正
か
つ
効
率

的
に
処
理
す
る
。ま
た
、

「
鉄
道
助
成
業
務
の
審

査
等
に
関
す
る
第
三

者
委
員
会
」
に
助
成

業
務
の
実
施
状
況
等

を
報
告
し
、
得
ら
れ
た

改
善
意
見
の
必
要
部

分
を
審
査
業
務
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ

び
審
査
ノ
ウ
ハ
ウ
の
承
継
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

の
職
員
研
修
等
を
必
要
に
応
じ
て
一
部
見
直
し
実
施

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
業
務
遂
行
に
係
る
効
率
性
の

向
上
等
、
鉄
道
助
成
業
務
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
を

図
る
。

　

ま
た
、
鉄
道
事
業
者
等
に
よ
る
各
種
助
成
制
度
の

効
果
的
な
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
最
新
の
助
成
事

例
を
盛
り
込
ん
だ
鉄
道
助
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
お
よ
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
表
を
行
う
と
と
も
に
、
助
成
対
象
事
業
の
適
正
な

執
行
の
た
め
に
、
執
行
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
を

助
成
対
象
事
業
者
に
対
し
て
周
知
す
る
。

　

さ
ら
に
、
既
設
４
新
幹
線
の
譲
渡
代
金
、
無
利
子

貸
付
資
金
に
つ
い
て
、
約
定
等
に
沿
っ
た
確
実
な
回

収
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
係
る
債
務
を
確
実

に
償
還
す
る
。

境
規
制
に
対
応
す

る
た
め
の
技
術
支

援
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料

船
を
含
む
先
進
船

舶
、
離
島
航
路
就

航
船
、
二
酸
化
炭

素
低
減
化
船
、
労

働
環
境
改
善
船
な

ど
の
高
度
な
技
術

を
要
す
る
船
舶
へ

の
技
術
支
援
に
重

点
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
充
実
を
図
る
。

　

こ
の
た
め
、内
航
海
運
の
諸
課
題
、事
業
者
の
ニ
ー

ズ
や
社
会
的
要
請
等
に
対
応
す
る
た
め
の
技
術
調
査

を
実
施
す
る
ほ
か
、
技
術
支
援
に
係
る
研
修
、
交
流
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
等
に
よ
り
、
技
術
支
援
に
係
わ

る
職
員
の
技
術
力
の
維
持
・
向
上
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
体

系
的
な
蓄
積
と
承
継
を
図
る
。

　

ま
た
、
先
進
船
舶
等
の
さ
ら
な
る
普
及
を
図
る
た

め
、
計
画
段
階
か
ら
の
技
術
支
援
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
機
構
の
技
術
支
援
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

❸ 

船
舶
共
有
建
造
業
務
に
お
け
る

　

 

財
務
内
容
の
改
善

　

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
繰
越
欠
損
金
削
減
計

画
」
に
基
づ
き
、
今
中
期
計
画
期
間
中
に
40
億
円
程

度
の
繰
越
欠
損
金
の
縮
減
を
図
る
ほ
か
、
未
収
金
残

高
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
縮
減
に
努
め
る
。

おおさか東線（北区間）の建設（平成31年 3月開業）
幹線鉄道等活性化事業費補助（助成先：大阪外環
状鉄道）

共有船「第十五雄豊丸」[高度二酸化炭素低減化船（CO2 排出
量12％以上削減）、労働環境改善船 ]

❷ 

中
央
新
幹
線
建
設
資
金
貸
付
等
業
務

　

貸
付
金
の
償
還
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
継
続
的
に
償

還
確
実
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
貸

し
付
け
を
実
施
し
た
建
設
主
体
に
対
し
、
財
務
状
況
、

貸
し
付
け
を
行
っ
た
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
債
権
の
保
全
お
よ
び
約
定
に
沿
っ
た

貸
付
利
息
の
確
実
な
回
収
を
図
る
。

　

船
舶
共
有
建
造
等
業
務

❶ 

船
舶
共
有
建
造
業
務
を
通
じ
た

　

政
策
効
果
の
よ
り
高
い
船
舶
の
建
造
推
進

　

船
舶
共
有
建
造
業
務
と
し
て
、
国
内
海
運
政
策
の

実
現
に
寄
与
す
る
船
舶
建
造
を
推
進
す
る
た
め
、
機

構
が
開
催
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
、
よ
り

高
い
政
策
効
果
を
実
現
す
る
船
舶
の
効
果
、
利
点
を

分
か
り
や
す
く
適
切
に
周
知
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
船
舶
の
延
べ
建

造
隻
数
が
24
隻
以
上
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

・
物
流
効
率
化
に
資
す
る
船
舶

・
地
域
振
興
に
資
す
る
船
舶

・
船
員
雇
用
対
策
に
資
す
る
船
舶

・
事
業
基
盤
強
化
に
資
す
る
船
舶

・
グ
リ
ー
ン
化
に
資
す
る
船
舶

❷ 

船
舶
建
造
等
に
お
け
る
技
術
支
援　

　

　

計
画
、
設
計
、
建
造
、
就
航
後
の
各
段
階
で
の
技

術
支
援
を
的
確
に
実
施
す
る
。
特
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
等
環
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北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
の
株
式
に

つ
い
て
は
、
国
等
の
関
係
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

各
社
の
今
後
の
経
営
状
況
の
推
移
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
適
切
な
処
分
方
法
の
検
討
等
を
行
う
。

❷ 

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の
経
営
自
立
の
た
め
の

     

措
置
等

　

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、

以
下
の
支
援
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
。

・
老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
等
の
更
新
そ
の
他
会
社
の

経
営
基
盤
の
強
化
に
必
要
な
鉄
道
施
設
等
の
整
備

に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
無
利
子
の
資
金

の
貸
し
付
け
、
ま
た
は
助
成
金
の
交
付

・
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
四
国
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
に
対
し
て
発
行
し
た
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
特
別
債
券
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
基
づ
く
利
子
の
支

払
い

　

な
お
、
並
行
在
来
線
の
支
援
の
た
め
の
貨
物
調
整

金
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
特
例
業
務
勘
定

に
係
る
業
務
の
運
営
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
の
金
額

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
に
つ

い
て
、
特
例
業
務
勘
定
か
ら
建
設
勘
定
へ
の
繰
り
入

れ
を
適
切
に
実
施
す
る
。

  

資
金
調
達

　

資
金
調
達
に
あ
た
っ
て
は
、
資
金
計
画
を
策
定
し
、

短
期
資
金
お
よ
び
長
期
資
金
を
併
用
し
た
柔
軟
か
つ

効
率
的
な
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
資
金
調

達
コ
ス
ト
の
抑
制
を
図
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
新
た
な
資
金
調
達
を
円

滑
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｒ
活
動
等
を
通
じ
機

構
の
環
境
・
社
会
貢
献
面
へ
の
取
り
組
み
を
幅
広
く

訴
求
す
る
こ
と
に
よ
り
投
資
家
層
の
拡
大
を
図
る
。

  

内
部
統
制
の
充
実
・
強
化

　
「
独
立
行
政
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た

め
の
体
制
等
の
整
備
」（
平
成
26
年
11
月
28
日
総
務

省
行
政
管
理
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
、
業
務
方
法
書

に
定
め
た
事
項
を
確
実
に
実
施
す
る
。

　

理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
理
事
長
を

委
員
長
と
し
、
全
役
員
が
参
画
す
る
内
部
統
制
委
員

会
を
中
心
に
、
機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
中
期
目
標
の

達
成
を
阻
害
す
る
要
因
（
リ
ス
ク
）
の
把
握
・
対
応

を
行
う
な
ど
、
内
部
統
制
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
実

態
把
握
、
継
続
的
な
分
析
、
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、

内
部
統
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
融
雪
・
消
雪
基
地
機
械
設
備

工
事
の
入
札
に
お
け
る
情
報
漏
え
い
事
案
等
の
反
省

に
立
ち
、
そ
の
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
着
実
に
取
り

組
む
。

　

地
域
公
共
交
通
出
資
業
務
等

❶ 
地
域
公
共
交
通
出
資
お
よ
び
貸
し
付
け

　

出
資
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
際
に
は
、「
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
19
年
法
律
第
59
号
）
第
29
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

き
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
業
務
基
準
に

従
い
、
リ
ス
ク
を
適
切
に
評
価
し
て
、
中
長
期
的
な

収
益
性
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
適
切
に

出
資
お
よ
び
貸
し
付
け
の
業
務
を
行
う
。

　

地
域
公
共
交
通
出
資
等
業
務
に
関
す
る
第
三
者
委

員
会
を
活
用
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
体
系
化
を

図
る
。

❷ 

内
航
海
運
活
性
化
融
資

　

国
が
策
定
・
公
表
す
る
資
金
管
理
計
画
を
基
に
、

調
達
す
る
借
入
金
が
前
年
度
以
下
と
な
る
よ
う
に
、

貸
付
金
の
回
収
お
よ
び
新
規
の
融
資
を
適
切
に
行

う
。

  

特
例
業
務
（
国
鉄
清
算
業
務
）

❶ 

年
金
費
用
等
の
支
払
い
お
よ
び
資
産
処
分
の

    

円
滑
な
実
施
等

　

旧
国
鉄
職
員
の
恩
給
お
よ
び
年
金
の
給
付
に
要
す

る
費
用
、
旧
国
鉄
時
代
に
発
生
し
た
業
務
災
害
に
係

る
業
務
災
害
補
償
費
等
に
つ
い
て
、
適
切
な
資
金
管

理
を
行
い
つ
つ
、
円
滑
か
つ
確
実
に
支
払
い
を
実
施

す
る
。

　
以
上
の
文
章
は
、
平
成
31
年
度
計
画
の
文
章
を
抜
粋
の
う

え
、
企
画
部
企
画
課
に
お
い
て
一
部
要
約
（
簡
略
化
）
し
て

お
り
ま
す
。



鉄道・運輸機構だよりNo.62  2019 Summer  14

島
民
に
と
っ
て
生
命
の
綱

　

新
潟
県
村
上
市
岩
船
港
か
ら
35
㎞
の

日
本
海
に
浮
か
ぶ
、粟
島
。
面
積
約
10
㎢
、

人
口
約
３
５
０
人
の
粟
島
浦
村
。
一
島
一

村
の
離
島
で
あ
る
。
人
口
約
３
５
０
人
の

う
ち
３
分
の
１
は
、
粟
島
島
外
か
ら
の
I

タ
ー
ン
が
占
め
る
と
い
う
、
移
住
者
が
住

み
や
す
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
島
で
あ
る
。

夏
の
日
本
海
は
、
空
の
蒼
さ
が
水
面
の
碧

さ
に
映
る
穏
や
か
な
海
だ
が
、
冬
は
灰
色

の
雲
が
低
く
垂
れ
こ
め
、
荒
波
で
泡
立
つ

厳
し
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
島
の
、
島
民

の
生
活
、
島
外
か
ら
島
を
訪
れ
る
人
々
の

代
え
が
た
い
足
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
粟

島
汽
船
が
運
航
す
る
２
隻
の
船
舶
で
あ

る
。１
隻
は
高
速
船「aw

aline

き
ら
ら
」、

そ
し
て
も
う
１
隻
が
カ
ー
フ
ェ
リ
ー「
フ
ェ

「フェリーニューあわしま」建造レポート
～その計画から就航まで～

離島島民にとって船舶は、生命の綱である。
鉄道・運輸機構は、船舶の建造に際し、多くの技術支援を行っている。
今回は、新潟県村上市と粟島を結ぶ
「フェリーニューあわしま」の計画から就航までの過程を紹介します。

共有船舶建造支援部  技術支援課

ワーキング

レポート

■ 粟島航路

「フェリーニューあわしま」全景



15  鉄道・運輸機構だよりNo.62  2019 Summer 

リ
ー
あ
わ
し
ま
」
で
あ
っ
た
。
特
に
「
フ
ェ

リ
ー
あ
わ
し
ま
」
は
、
海
が
荒
れ
る
冬
期

（
11
〜
３
月
）
は
、
高
速
船
の
運
航
が
休
止

さ
れ
る
た
め
、
島
民
に
と
っ
て
生
命
の
綱

と
な
る
船
で
あ
る
。

新
船
の
検
討
を
開
始

　

就
航
以
来
島
民
の
足
と
し
て
愛
さ
れ
て

き
た
「
フ
ェ
リ
ー
あ
わ
し
ま
」
で
あ
っ
た

が
、
就
航
し
て
か
ら
27
年
を
経
過
し
た
た

め
、
老
朽
化
は
否
め
ず
、
ダ
イ
ヤ
の
維
持

に
不
安
が
出
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ

り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
は
な
い
こ
と
等

か
ら
、
代
替
建
造
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

国
内
に
多
く
あ
る
離
島
航
路
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
経
営
規
模
か
ら
黒
字
経
営
と

は
な
っ
て
い
な
い
が
、
離
島
住
民
の
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
維
持
の
観
点
か
ら
、
国
か

ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
経
営
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
運
航
補
助
お
よ
び
代
替
建

造
を
議
論
す
る
場
が
航
路
改
善
協
議
会

で
あ
り
、
新
潟
県
の
場
合
は
、
平
成
28
年

６
月
、「
粟
島
浦
村
公
共
交
通
協
議
会
」

の
第
１
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
と
並

行
し
て
粟
島
汽
船
、
粟
島
浦
村
役
場
、
同

議
会
お
よ
び
村
民
代
表
か
ら
成
る
「
フ
ェ

リ
ー
あ
わ
し
ま
代
替
船
建
造
委
員
会
」
が

発
足
、
次
世
代
の
「
フ
ェ
リ
ー
あ
わ
し
ま
」

の
建
造
計
画
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

■  旅客船兼自動車渡船「フェリーニューあわしま」の主要目
全　　長／ 66.53 ｍ
垂  線 長／ 63ｍ
全　　幅／ 12.5 ｍ
深　　さ／ 7.28 ｍ
喫　　水／ 3.4 ｍ

三浦造船所外観 ブロック搭載が開始された「フェリーニューあわしま」

組み立てられつつある船首ブロック

着々とブロックが搭載され、姿になりつつある「フェリーニューあわしま」

総トン数／ 654トン
旅客定員／ 400人
航海速力／ 16ノット
航      路／岩船～粟島
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た
。
こ
う
し
た
中
、
粟
島
汽
船
お
よ
び
粟

島
浦
村
か
ら
、
数
多
く
の
旅
客
船
の
建
造

実
績
、
技
術
支
援
の
実
績
の
あ
る
当
機
構

に
、
航
路
改
善
協
議
会
お
よ
び
代
替
船
建

造
委
員
会
へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
、
当
機

構
技
術
支
援
課
の
ス
タ
ッ
フ
が
こ
れ
に
対

応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

建
造
計
画
書
を
策
定

　

粟
島
浦
村
公
共
交
通
協
議
会
で
は
、
現

在
の
運
航
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
率
化

し
、
経
済
性
の
高
い
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
仕

様
等
が
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
該
船

舶
の
航
路
は
冬
の
日
本
海
と
い
う
過
酷
な

海
域
で
も
、
安
全
な
運
航
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の
航
海
ダ
イ
ヤ

を
キ
ー
プ
す
る
た
め
よ
り
高
い
推
進
性
能

が
要
求
さ
れ
た
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
備
の
配
置
に
関
し
て
は
、
通
常
の
車
両

区
域
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
経
た
動
線
だ

け
で
な
く
、
今
回
の
新
船
投
入
に
合
わ
せ

た
港
湾
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
の
接

続
に
関
し
て
も
議
論
さ
れ
た
。

　

技
術
支
援
課
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

相
反
、
あ
る
い
は
多
重
化
す
る
要
求
を
満

足
す
べ
く
、航
路
お
よ
び
現
行
船
の
調
査
、

船
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
踏
ま
え
、

当
機
構
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
、

建
造
計
画
書
を
策
定
し
た
。

新
船
に
対
す
る
要
望

　

代
替
船
建
造
委
員
会
設
置
の
目
的
は
、

新
船
の
建
造
に
際
し
、
島
民
の
意
見
・
要

望
を
建
造
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
、
お
よ

び
、
そ
の
建
造
計
画
を
基
に
コ
ン
ペ
方
式

に
よ
り
造
船
所
お
よ
び
メ
ー
カ
ー
を
決
定

す
る
こ
と
で
あ
る
。
検
討
の
結
果
、
コ
ン

ペ
に
よ
り
、
造
船
所
、
主
機
関
メ
ー
カ
ー
、

客
室
の
内
装
メ
ー
カ
ー
の
３
者
を
選
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

委
員
会
か
ら
特
に
出
さ
れ
た
要
望
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る

進水式

艤装工事中の「フェリーニューあわしま」
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① 

女
性
に
配
慮
し
た
客
室
配
置

　

現
行
船
の
客
室
は
仕
切
り
の
な
い
座
席

（
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
）
の
た
め
、
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
の
利
用
客
の
授
乳
や
お
む
つ
の
交

換
等
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
た
め
、
新
船
で
は
、
女
性
専

用
客
室
を
設
け
、
客
室
内
は
カ
ー
テ
ン
で

仕
切
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
の
利
用
客
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

た
。

② 
傷
病
者
対
応

　

粟
島
に
は
診
療
所
が
あ
る
が
、
テ
レ

ビ
診
療
に
よ
る
対
応
の
た
め
、
症
状
の
重

い
傷
病
者
は
、
対
岸
の
村
上
市
に
移
送

し
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
客
室
内
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
搬
送

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

は
、
車
両
区
域
か
ら
客
室
ま
で
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
移

送
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

③ 

パ
ソ
コ
ン
等
の
充
電
対
応

　

最
近
の
利
用
客
の
需
要
を
踏
ま
え
、
客

室
内
椅
子
席
に
利
用
者
が
パ
ソ
コ
ン
等
の

充
電
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
セ
ン
ト

を
設
け
た
。

④ 

船
員
の
こ
と
を
考
え
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

こ
れ
は
、
船
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
で

は
な
く
、
島
民
代
表
の
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
で
あ
る
。

　

船
員
が
よ
り
長
く
新
船
で
働
け
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
に
主
機
関
の
船
陸
間
通

信
シ
ス
テ
ム
を
加
え
た
。
こ
れ
は
、
船
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
最
も
労
力
を
要
す
る
主

機
関
に
関
す
る
作
業
を
軽
減
さ
せ
る
も
の

で
、
船
と
陸
上
の
主
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
通
信
で
結
び
、
状
態
を
監
視
で

き
る
た
め
、
船
員
の
労
力
は
軽
減
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
主
機
関
を
常
に
良
好
な
状

態
に
保
つ
こ
と
に
寄
与
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

入
念
な
確
認
と
手
直
し
の
指
示

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
技
術
支
援

課
で
は
、
造
船
所
、
主
機
関
メ
ー
カ
ー
、

内
装
メ
ー
カ
ー
を
選
定
す
る
た
め
の
評
価

ワーキング

レポート

艤装工事中の機関室

艤装工事中のブリッジ

後部に取り付けられたスクリュープロペラ

「フェリーニューあわしま」のバリアフリー設備

代替された既存船「フェリーあわしま」
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基
準
を
作
成
、
こ
れ
を
基
に
コ
ン
ペ
が
行

わ
れ
、
建
造
造
船
所
は
㈱
三
浦
造
船
所

が
、主
機
関
メ
ー
カ
ー
は
ヤ
ン
マ
ー
㈱
が
、

客
室
内
装
メ
ー
カ
ー
は
㈱
長
崎
船
舶
装

備
が
選
定
さ
れ
、
新
船
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

建
造
に
際
し
て
は
、
冬
の
日
本
海
で
よ

り
安
定
し
た
速
力
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、

新
船
の
模
型
を
製
作
、
㈱
西
日
本
流
体

技
研
に
お
い
て
水
槽
試
験
を
行
い
、
推
進

性
能
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

船
舶
の
建
造
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
↓
ブ

ロ
ッ
ク
の
船
台
搭
載
↓
進
水
↓
岸
壁
に
お

け
る
艤
装
工
事
↓
海
上
試
運
転
に
よ
る
性

能
確
認
↓
完
成
検
査
↓
竣
工
と
い
う
流
れ

で
進
ん
で
い
く
。
技
術
支
援
課
で
は
、
そ

の
各
ス
テ
ッ
プ
で
監
督
員
を
派
遣
し
、
各

工
事
の
進
捗
状
況
、
仕
上
が
り
の
状
態
を

確
認
し
、
船
主
サ
イ
ド
と
そ
の
都
度
意
見

交
換
を
行
い
、
工
程
の
進
捗
の
確
認
お
よ

び
手
直
し
等
の
指
示
を
造
船
所
に
対
し
て

行
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
製
作
お
よ
び
船
台
搭
載
段
階

で
は
、
主
と
し
て
船
体
の
構
造
、
溶
接
に

関
す
る
確
認
と
ブ
ロ
ッ
ク
段
階
で
先
行
し

て
取
り
付
け
ら
れ
る
配
管
等
の
先
行
艤
装

に
関
し
て
の
確
認
を
行
っ
た
。
特
に
先
行

艤
装
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
の
工
程
の
進

捗
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
入
念

な
確
認
が
行
わ
れ
た
。

無
事
に
就
航

　

進
水
式
は
、
平
成
30
年
11
月
27
日
、

多
く
の
関
係
者
が
列
席
す
る
中
、
執
り
行

わ
れ
、「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
」
と

命
名
さ
れ
た
新
船
は
、
そ
の
船
体
を
大
分

県
佐
伯
市
の
海
に
浮
か
べ
た
。

　

進
水
後
は
、
い
わ
ゆ
る
後
艤
装
工
事

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
新
船
に
設
備

す
る
種
々
の
機
器
が
搭
載
さ
れ
て
い
く
た

め
、
と
り
わ
け
船
員
の
使
い
や
す
さ
や
各

機
器
の
干
渉
等
に
問
題
が
生
じ
な
い
か
と

い
う
点
を
中
心
に
、
監
督
が
行
わ
れ
た
。

　

海
上
試
運
転
は
、
㈱
三
浦
造
船
所
の
沖

合
、
通
称
蒲
戸
沖
に
お
い
て
平
成
31
年
３

月
７
〜
８
日
に
行
わ
れ
、
速
力
試
験
に
お

い
て
保
証
速
力
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、

水
槽
試
験
の
推
定
値
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に

も
船
の
操
縦
性
能
を
確
認
す
る
、
旋
回
試

験
、
操
舵
試
験
、
前
後
進
試
験
等
が
行

わ
れ
、
操
縦
性
の
問
題
が
な
い
こ
と
、
機

器
の
作
動
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
多
く
の
機
器
の

作
動
確
認
が
行
わ
れ
、
海
上
試
運
転
は
無

事
終
了
し
た
。

　
こ
う
し
て
平
成
31
年
３
月
30
日
、「
フ
ェ

リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
」
は
竣
工
し
、
４

月
５
日
、
建
造
造
船
所
の
㈱
三
浦
造
船
所

を
出
帆
、
関
門
海
峡
を
経
て
、
４
月
７
日

ワーキング

レポート

就航式。右上は就航式での新潟市を活動拠点とするアイドルグループとの記念写真

岩船港に入港する
「フェリーニューあわしま」
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粟
島
港
に
無
事
入
港
し
た
。

　

到
着
後
は
、
４
月
10
〜
12
日
、
技
術
支

援
課
ス
タ
ッ
フ
も
立
ち
会
う
中
、
岩
船
港

お
よ
び
粟
島
港
に
お
い
て
港
湾
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
備
と
の
調
整
確
認
を
行
い
、
４

月
19
日
、「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
」

は
同
航
路
に
就
航
し
た
。

継
続
す
る
技
術
支
援

　

過
ぐ
る
６
月
３
日
、
多
く
の
列
席
者
の

下
、
粟
島
浦
村
村
制
１
３
０
周
年
記
念
式

典
と
併
せ
て
、「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し

ま
」
の
就
航
披
露
が
行
わ
れ
、
島
内
外
の

人
々
に
そ
の
優
美
な
船
体
を
披
露
し
た
。

　

今
後
、
14
年
間
に
わ
た
り
当
機
構
と
の

共
有
は
継
続
さ
れ
、こ
の
間
も
引
き
続
き
、

「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
」
が
安
全
に

運
航
で
き
る
よ
う
、
ド
ッ
ク
の
立
ち
合
い

等
技
術
支
援
は
継
続
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
共
有
船
の
技
術
支
援
は
、

船
が
ま
だ
形
に
な
る
以
前
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
船
が
完
成
し
た
後
も
継
続
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
船
主
が
船
を
建
造
、

運
航
す
る
う
え
で
の
一
助
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

就航披露での餅撒き風景

粟島浦村の夕焼け

就航披露祝賀会
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伊豆箱根鉄道の鉄道路線は静岡県内の駿
すんず

豆線と神奈川県内の大
だいゆうざん

雄山線の2路線。
それぞれ別会社による経営だったが、現在は一本化。
西武グループとして観光開発と
地域輸送の役割を担っている。

芦ノ湖

小田原

三島

修善寺

大雄山

御
殿
場
線

神奈川県

静岡県

東海道新幹線
東海道線

❖
古
い
歴
史
を
誇
る
伊
豆
箱
根
鉄
道

　

駿
豆
線
は
三
島
・
修
善
寺
間
19
・
８
㎞
、

13
駅
。
大
雄
山
線
は
小
田
原
・
大
雄
山
間

９・６
㎞
、
12
駅
。
愛
称
は
駿
豆
線
が
〝
い

ず
っ
ぱ
こ
〞、
大
雄
山
線
が
〝
だ
い
ゆ
う
〞。

い
ず
れ
も
利
用
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
愛

称
で
、
改
め
て
そ
の
歴
史
的
背
景
を
追
っ

て
み
た
く
な
っ
た
。

　

伊
豆
箱
根
鉄
道
の
前
身
は
大
正
５
（
１

９
１
６
）
年
12
月
７
日
設
立
の
駿
豆
鉄
道
。

伊
豆
箱
根
鉄
道
に
社
名
変
更
し
た
の
は
昭

和
32
（
１
９
５
７
）
年
６
月
１
日
で
、
62

年
前
の
こ
と
に
な
る
。

　

駿
豆
線
そ
の
も
の
の
開
通
は
古
い
。
明

治
31
（
１
８
９
８
）
年
５
月
20
日
に
当
時

の
豆ず
そ
う相
鉄
道
が
開
業
し
た
三
島
町
（
現
・

三
島
田
町
）・
南
条
（
現
・
伊
豆
長
岡
）
間

で
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
修
善
寺
ま
で
乗
り

入
れ
た
の
は
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
８

伊豆箱根鉄道 地方鉄道を
訪ねて  

【静岡県・神奈川県】

寄稿

富士山をバックに走る駿豆線

■伊豆箱根鉄道路線
桂川河畔に湧く修善寺温泉発
祥の湯、独鈷（とっこ）の湯
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月
１
日
の
こ
と
で
、
ざ
っ
と
１
２
０
年
も

の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。

　
一方
の
大
雄
山
線
は
、
大
正
11
（
１
９

２
２
）
年
６
月
２
日
設
立
の
大
雄
山
鉄
道

が
３
年
後
に
開
通
さ
せ
た
路
線
。
昭
和
16

（
１
９
４
１
）
年
８
月
23
日
に
駿
豆
鉄
道

が
大
雄
山
鉄
道
を
合
併
、
バ
ス
事
業
等
を

継
承
す
る
な
ど
と
い
っ
た
変
遷
を
繰
り
返

し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。　
　

　

両
路
線
は
、
伊
豆
と
小
田
原
の
エ
リ
ア

で
観
光
事
業
を
は
じ
め
、
沿
線
の
地
域
輸

送
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

❖
世
界
遺
産
の
韮
山
反
射
炉

　

三
島
駅
南
口
は
右
に
Ｊ
Ｒ
、
左
に
伊
豆

箱
根
鉄
道
の
駅
舎
が
並
ぶ
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
舎

は
富
士
山
と
三
嶋
大
社

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
緩
や

か
な
曲
線
の
屋
根
。
そ

れ
が
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
る
。

　

便
利
な
１
日
乗
り
放

題
乗
車
券
〝
旅
助
け
〞

を
手
に
駿
豆
線
に
乗
る
。

電
車
は
大
き
く
左
カ
ー

ブ
し
な
が
ら
ま
ち
の
中

心
街
を
抜
け
て
い
く
。
乗
り
合
わ
せ
た
男

性
が
「
昔
の
三
島
駅
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
御
殿

場
線
下し
も
と土

狩が
り

駅
で
、
昔
の
駿
豆
線
は
そ
こ

へ
乗
り
入
れ
て
い
た
。
現
在
の
三
島
駅
は

昭
和
９
年
の
丹た
ん
な那
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
に
開

業
し
た
の
で
す
よ
」
と
大
き
く
カ
ー
ブ
し

て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
れ
た
。
こ
う
し

た
会
話
が
、
旅
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。

　

三
島
は
〝
清
流
の
ま
ち
〞
で
も
あ
る
。

三
嶋
大
社
へ
の
道
筋
に
源げ
ん
べ
え
が
わ

兵
衛
川
が
あ
り
、

名
物
の
う
な
ぎ
屋
の
主あ

る
じ人
は
「
川
が
小
さ

く
て
も
、
細
く
て
も
こ
の
ま
ち
の
水
は
全

て
富
士
山
の
伏
流
水
。
き
れ
い
で
し
ょ
う
」

と
自
慢
す
る
。

　

三
石
神
社
横
に
駿
豆
線
の
小
さ
な
鉄
橋

が
あ
っ
た
。
そ
の
傍
に
、
こ
れ
ま
た
小
さ

な
道
祖
神
が
レ
ン
ガ
の
祠
に
守
ら
れ
て
い

た
。
誰
に
尋
ね
て
も
、
そ
の
い
わ
れ
は
分

か
ら
な
っ
た
が
、
水
辺
で
遊
ぶ
親
子
連
れ

の
歓
声
が
、「
そ
ん
な
こ
と
は
い
い
じ
ゃ
な

大雄山線路線図

■伊豆箱根鉄道株式会社
〈会社概要〉
●本　　社　〒 411-8533
　　　　　　静岡県三島市大場300番地
●設　　立　大正 5（1916）年 12月 7日
                  （駿豆鉄道株式会社として）
●事業開始　大正 6（1917）年 11月 5日
●払込資本　6億 4,000 万円
●筆頭株主　西武鉄道株式会社　84.51％
●代 表 者　代表取締役社長　伍堂文康
●従業員数　駿豆線 144名　大雄山線 82名　
　　　　　　十国鋼索線（箱根十国峠ケーブル
                  カー）2名（2019年 4月末現在）

〈路　　線〉
●営業区間   駿豆線 : 三島・修善寺間19.8㎞
　　　　　    大雄山線 : 小田原・大雄山間 9.6㎞
　　　        十国鋼索線 :
                 （箱根十国峠ケーブルカー）0.3㎞
●駅　　数　駿豆線：13駅  大雄山線：12駅
●車 両  数　駿豆線：30両、電気機関車 2両、
               　貨車 12両　
　　　　　   大雄山線：21両、工事専用車1両、
               　貨車 4両

■鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
●踏切保安設備整備費補助金
　平成 24・25年度
　踏切遮断機・踏切警報機の新設
   

伊豆箱根鉄道㈱の本社

寄稿　  地方鉄道を訪ねて　【静岡県・神奈川県】伊豆箱根鉄道

緑

　町

井
細
田

五
百
羅
漢

岩

　原

塚

　原

相
模
沼
田

和
田
河
原

富
士
フ
イ
ル
ム
前

大
雄
山

穴

　部

飯
田
岡

小
田
原

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
線 小田急線

三

　島

　

三
島
広
小
路

三
島
田
町

三
島
二
日
町

大

　場

伊
豆
仁
田

原

　木

韮

　山

伊
豆
長
岡

田

　京

大

　仁

牧
之
郷

修
善
寺

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
線

い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

三
嶋
大
社
、
佐
野
美
術
館
は
三
島
広
小

路
駅
、
三
島
田
町
駅
に
近
い
。
三
嶋
大
社

は
源
頼
朝
が
源
氏
再
興
を
祈
願
し
た
伊
豆

一
宮
。
秋
に
は
推
定
樹
齢
１
２
０
０
年
の

キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
咲
き
匂
う
。

　

沿
線
住
民
か
ら
駿
豆
線
活
性
化
に
活
用

し
て
は
と
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の

一
つ
に
、
世
界
遺
産
の
韮に
ら
や
ま
は
ん
し
ゃ
ろ

山
反
射
炉
が
あ

る
。
韮
山
駅
か
ら
は
韮
山
反
射
炉
や
代
官
・

駿豆線路線図

清流のまち・三島を象徴する源兵衛川に架かる源兵衛橋

反射炉とは、金属を溶かし鋳造するための溶解炉。
韮山反射炉は、平成27年に世界遺産に登録された

三嶋大社の本殿。春には、参道に200本を超える
桜が咲き乱れる

駿豆線の三島駅

小田原駅のホームに停まる大雄山線の列車
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ン
の
思
い
が
け
な
い
案
内
に
、
し
ば
ら
く

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

終
点
の
修
善
寺
駅
へ
は
毎
日
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
特
急
踊
り
子
号
が
東
京
か
ら
乗
り

入
れ
て
い
る
。
修
善
寺
を
巡
る
歴
史
散
歩

や
天
城
・
河
津
方
向
を
含
む
観
光
、
名
湯

巡
り
に
は
格
好
の
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
だ
。

❖　
ｍ
と
短
い
車
両
の
大
雄
山
線　

　

小
田
原
駅
か
ら
酒さ
か
わ匂
川
の
支
流
の
狩か
り

川

沿
い
に
大
雄
山
駅
に
向
か
う
。
緑
町
駅
付

近
に
急
カ
ー
ブ
が
あ
る
た
め
車
両
も
18
ｍ

と
短
い
。
三
島
か
ら
の
駿
豆
線
は
20
ｍ
車

両
。
車
長
の
わ
ず
か
な
違
い
か
ら
も
、
両

線
の
違
い
が
う
か
が
え
る
。
和
田
河
原
駅

手
前
で
富
士
山
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
手

前
の
小
高
い
山
が
矢
倉
岳
（
標
高
８
７
０

ｍ
）
で
、〝
富
士
山
を
眺
め
る
展
望
台
〞

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
電
車
は
足
柄

平
野
の
田
園
風
景
の
中
を
走
っ
て
い
く
。　

大
雄
山
駅
か
ら
曹
洞
宗
の
名め
い
さ
つ刹
・
大
雄
山

最さ
い
じ
ょ
う
じ

乗
寺
へ
は
約
３
㎞
の
上
り
坂
道
。
バ
ス

な
ら
わ
ず
か
10
分
。

　

南
足
柄
市
観
光
協
会
の
飯
山
滋
会
長
は

「
神
奈
川
県
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
古
い

お
寺
で
す
。
開
山
は
応
永
８（
１
４
０
１
）

年
。
箱
根
山
南
西
部
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
天て
ん
ぐ狗
（
導ど
う

了り
ょ
う
そ
ん
尊
）
と
下げ

た駄
の
里
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
る
所
で
、
健
康
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

江
川
太
郎
左
衛
門
邸
宅

だ
っ
た
江
川
邸
、
韮
山

城
跡
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
名
湯
長
岡
温

泉
最
寄
り
の
伊
豆
長
岡

駅
か
ら
も
近
い
。

　

伊
豆
箱
根
鉄
道
の
藤
田
浩
行
執
行
役

員
・
鉄
道
部
長
は
「
沿
線
活
性
化
は
大
き

な
目
標
で
す
。
昨
秋
か
ら
静
岡
県
内
の
伊

豆
急
行
、
大
井
川
鐵
道
と
協
働
し
て
、〝
鉄

道
む
す
め
〞
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
記
念
乗
車
券
セ
ッ
ト
を
発
売
し
て
い

ま
す
が
、
若
い
観
光
客
を
中
心
に
好
評
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
各
地
へ
出
向
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、

同
業
他
社
や
沿
線
市
町
、
観
光
協
会
な
ど

と
も
協
力
し
、
単
に
鉄
道
に
と
ど
ま
ら
な

い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
高
め

て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
の
姿
勢
だ
。

❖
駿
豆
鉄
道
時
代
の
名
残
を
見
る

　

鉄
道
フ
ァ
ン
に
誘
わ
れ
て
訪
れ
た
の
が

大お
お
ひ
と仁
駅
。
駿
豆
鉄
道
時
代
の
終
点
駅
で
１

番
線
に
当
時
の
名
残
が
あ
っ
た
。「
沿
線

の
歴
史
を
振
り
返
る
に
は
格
好
の
材
料
で

す
。
鉄
道
開
通
の
背
景
を
感
じ
ま
し
た
」

と
言
う
。　
　

　

大
仁
は
江
戸
初
期
の
幕
臣
・
大
久
保

長な
が
や
す安
が
金
山
を
開
発
し
た
所
。
鉄
道
フ
ァ

大雄山最乗寺にある夫婦円満を願って奉納される和合下駄（左）と本堂（右）

富士山と矢倉岳を背景に、山裾を走る大雄山線 駿豆線の修善寺駅ホームと踊り子号

藤田浩行執行役員・鉄道部長

大雄山駅

駿豆線の大仁駅ホーム
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　いきなり刃先 3 ㎝ほどの鋏
はさみ

を取り出し、
小花を手にした丸

まるまげすがた

髷姿の横向き女性を切り出
した。「小さい鋏だからこそできる」と涼し
げに言う。その明るさと腕前で静岡県文化芸
術派遣講師の肩書を持っている。「特に子ど
もたちと接するように心掛けています。伝統
芸を身近なものとして教えながら、郷土愛も
育めればという思いからです」と話す。
　伊豆箱根鉄道との関わり合いは長い。「生
まれ育ちは修善寺の“独

とっこ

鈷の湯”の近く。高
校時代は、愛称“いずっぱこ”の電車で起終
点の三島・修善寺間を往復していた。それだ
けに鉄道への関心は深いんです」。当時は油
絵に親しんでいたが、今はその経験を生かし
ながら紙切り絵の世界に浸かっている。
　その一つが今春から大雄山線で始めた絵
本電車『大雄山線ものがたり』の仕事。3両
1編成の乗降ドア下部で少年を主人公にした
創作物語を展開する。同線の成り立ちや歴
史を紹介するもので、大雄山最乗寺への参
詣客にも役立つ。物語は３つの時代区分で構
成。1両目は大正・昭和初期、2両目は昭和、
3両目が平成・令和。全編完成は来年 2月
の予定だ。「両開きドアなので本を広げる感
じにもなる。車内空間をより楽しく良いもの
にしたい。そうすることで、『安全・安心で
楽しい電車に』という利用者と鉄道会社さん
との思いが一致してくるのではないでしょう
か」と笑う。
　さらにまた新たな意欲を駆り立てている。
きっかけは、最近になって初めて耳にした駿
豆線の前身・豆相鉄道の鉄道唱歌。同鉄道
開業は明治31年 5月で東海道線全線開通の
明治22年2月から約9年後。「豆相鉄道唱歌」
は明治33年に作られ、沿線の優れた伊豆文
化を歌い上げている。それが水口さんの郷土
愛を刺激したようだ。伝統の紙切り絵の技を
通して、もっと多くの人たちに、歌の心を伝
えたいと構想を練り始めている。

紙切り作家   

水
みずぐち

口 千
ち は る

令 さん

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
案
内
す
る
。

❖
小
さ
な
ロ
ー
カ
ル
線
だ
が

　

利
用
客
は
多
い

　

大
雄
山
線
は
全
線
９
・
６
㎞
、
12
駅
の

小
さ
な
ロ
ー
カ
ル
線
だ
が
、
利
用
者
は

そ
の
割
に
は
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
会

社
設
立
後
３
年
の
大
正
14
（
１
９
２
５
）

年
10
月
15
日
に
最
乗
寺
参
詣
客
や
地
域

の
足
を
目
的
に
開
業
し
た
。
西
湘
地
域

の
中
心
都
市
・
小
田
原
を
発
着
駅
に
し
、

沿
線
に
は
写
真
関
係
の
大
手
メ
ー
カ
ー

工
場
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
・

通
学
の
利
用
は
多
く
、
む
し
ろ
優
良
線

区
の
雰
囲
気
だ
。

　

五ご
ひ
ゃ
く
ら
か
ん

百
羅
漢
駅
は
近
く
の
玉ぎ
ょ
く
ほ
う
じ

宝
寺
が
有
す

S
upporter's V

oice

玉宝寺（右上）と五百羅漢像

北条氏政、氏照の墓所

五百羅漢駅のホーム

サポーター
の

声

寄稿　   地方鉄道を訪ねて　【静岡県・神奈川県】伊豆箱根鉄道

る
五
百
羅
漢
像
そ
の
も
の
の
駅
名
。
そ
れ

だ
け
周
囲
の
人
に
「
五
百
羅
漢
さ
ん
」
は

親
し
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

小
田
原
駅
で
年
配
者
か
ら
歴
史
話
を
う

か
が
っ
た
。
言
わ
れ
る
ま
ま
に
駅
横
の
細

い
裏
道
に
行
っ
て
み
た
。
そ
こ
に
遠
い
昔
、

豊
臣
軍
に
敗
れ
た
北
条
氏う
じ
ま
さ政
、
氏う
じ
て
る照
の
墓

所
が
ひ
っ
そ
り
と
残
さ
れ
て
い
た
。「
直
接
、

大
雄
山
線
に
か
か
わ
り
の
あ
る
話
で
は
な

い
で
す
が
、
ぜ
ひ
行
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

今
時
の
よ
う
に
、
と
か
く
仏
様
の
こ
と
を

避
け
る
気
風
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
」
と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
た
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
旅
路
の
締
め
く
く
り
で
、
思
わ

ず
身
を
引
き
締
め
さ
せ
ら
れ
た
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
平
野
雄
司
）
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は
じ
め
に

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
（
環
境
、
社
会
、
企
業
統
治
に

配
慮
し
て
い
る
企
業
を
重
視
・
選
別
し
て
行
う

投
資
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
推
進
が
世
界
的
な
潮
流
と
な
る
中
、

当
機
構
は
２
０
１
９
年
か
ら
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

に
よ
る
資
金
調
達
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て

　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と

は
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
低
減
に
資
す
る
「
グ

リ
ー
ン
性
」
と
社
会
的
課
題
の
解
決
に
資
す
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
性
」
の
双
方
の
性
格
を
有
す
る

資
金
調
達
の
こ
と
で
、
債
券
と
ロ
ー
ン
を
包
含

す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

　

当
機
構
は
、
本
年
１
月
に
国
際
的
な
第
三

者
評
価
機
関
か
ら
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
」
の
検
証
を
受
け
る
と
と
も
に
、
厳

格
な
国
際
基
準
を
設
け
る
Ｃ
Ｂ
Ｉ
（C

lim
ate 

bonds Initiative 

低
炭
素
経
済
に
向
け
た
大

規
模
投
資
を
促
進
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
認
証
（
一
度
の
認
証
で
継
続
的
な
資
金

調
達
が
可
能
と
な
る
制
度
）
を
ア
ジ
ア
で
初
め

て
取
得
し
ま
し
た
。

資
金
使
途
に
つ
い
て

　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
に

よ
り
調
達
し
た
資
金
は
、「
鉄
道
建
設
業
務
」、

「
船
舶
共
有
建
造
業
務
」
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
お

よ
び
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
充
当
し
ま
す
。

　

人
や
物
を
１
㎞
運
ぶ
際
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
で

み
る
と
、
鉄
道
は
旅
客
輸
送
で
自
家
用
乗
用
車

と
比
べ
て
約
７
分
の
１
、
船
舶
は
営
業
用
貨
物

車
と
比
べ
て
約
６
分
の
１
で
済
み
ま
す
。
鉄
道

や
船
舶
の
建
設
・
整
備
等
を
着
実
に
行
う
こ
と

で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
少
な
い
環
境
に
や
さ
し

い
交
通
体
系
の
整
備
に
貢
献
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
道
は
移
動
時
間
の
短
縮
や
利
用
者

の
増
加
等
に
よ
る
地
域
振
興
へ
の
貢
献
、
船
舶

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
に
よ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て

経
理
資
金
部　

資
金
企
画
課

輸送量当たりのCO2排出量（平成29年度）

出典：国土交通省　総合政策局環境政策課HPより作成

自家用貨物車

営業用貨物車

鉄道

船舶

自家用乗用車

航空

バス

鉄道

旅客（g-CO2/ 人キロ）

貨物（g-CO2/ トンキロ）
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　鉄道・運輸機構のホームページに「サステナビリティファイナンス」の報道
発表資料や調達実績等を掲載しておりますので、そちらもご覧ください。
トップ ＞ I R 情報　　
https://www.jrtt .go.jp

・朝日生命保険相互会社
・尼崎信用金庫
・株式会社池田泉州銀行
・伊豆市
・伊豆の国市
・AIG健康保険組合
・株式会社大分銀行
・亀山市
・独立行政法人環境再生保全機構
・株式会社かんぽ生命保険
・岐阜県池田町
・株式会社京都銀行
・京都中央信用金庫
・学校法人國學院大學
・公益財団法人
　国際環境技術移転センター
・一般財団法人産業経理協会
・公益財団法人
　自動車リサイクル促進センター
・城南信用金庫
・信金中央金庫
・住友生命保険相互会社
・損害保険ジャパン日本興亜株式会社
・損保ジャパン日本興亜ひまわり生命
　保険株式会社
・第一生命保険株式会社
・大東京信用組合
・太陽生命保険株式会社

・地方職員共済組合広島県支部
・株式会社中京銀行
・株式会社東海理化電機製作所
・公益財団法人
　東京エムオウユウ事務局
・東京海上アセットマネジメント
　株式会社
・東京海上日動あんしん生命保険
　株式会社
・株式会社名古屋銀行
・一般財団法人日本不動産研究所
・浜松磐田信用金庫
・東松島市
・姫路市水道事業
・富国生命保険相互会社
・株式会社みずほ銀行
・三井住友海上あいおい生命保険
　株式会社
・株式会社三菱UFJ銀行
・一般財団法人山岡記念文化財団
・株式会社横浜銀行
・労働金庫連合会

・株式会社滋賀銀行
・農林中央金庫
・野村信託銀行株式会社
・株式会社八十二銀行
・株式会社武蔵野銀行

 サステナビリティボンド（50音順）

  サステナビリティローン（50音順）

表１　投資表明投資家一覧（2019年5月末時点） は
物
流
の
効
率
化
や
離
島
航
路
の
整
備
と
い
っ

た
社
会
的
要
請
に
応
え
る
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
性
の

あ
る
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

両
業
務
を
通
じ
て
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
地

域
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
も
貢
献
し
ま
す
。

資
金
調
達
実
績
と
投
資
表
明
に
つ
い
て

　

こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
資
金

調
達
と
し
て
、
本
年
３
月
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ロ
ー
ン
（
５
５
３
億
円
）
に
よ
る
借
り

入
れ
、
５
月
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド

（
４
３
０
億
円
）
の
発
行
を
行
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
多
く
の
投
資
家
の
皆
様
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
投
資
家
層
の
拡
大
や
資
金

調
達
基
盤
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
金
調
達
の
意
義
や
資
金
使
途
に
共

感
し
た
投
資
家
の
皆
様
か
ら
、
２
０
１
９
年
５

月
末
現
在
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ー
ン
で
５

件
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
で
43
件
の
投

資
表
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

今
後
の
調
達
に
向
け
て

　

当
機
構
は
、
今
後
も
継
続
的
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
資
金
調
達
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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　橋台は、地震時に背面の盛土が沈下するなど、課
題の多い構造物でした。当機構では背面盛土を面状
補強材とセメント改良によって強化し、橋台と一体化
させた補強土橋台を開発し、これを克服しました。し
かし、橋桁と橋台の間には「支承」と呼ばれる構造
が存在し、これには定期的な保守作業が必要となっ
ています。
　当機構では、これらの課題を同時に解決するため、
補強土橋台と橋桁を一体化させた新たな橋梁形式、
GRS一体橋梁を考案し、これを実用化しました。
　これにより、耐震性の強化と維持管理コストの低
減を同時に達成し、建設コストも同等か低廉である
ことから、各地で適用が進められております。これら
の点が評価され、技術開発賞を受賞することとなりま
した。

　GRS 一体橋梁における上部工には、RC 構造と
SRC構造が以前より適用されておりましたが、より長
いスパンを有する橋梁へGRS一体橋梁を適用するた
め、PC構造の採用を検討し、さまざまな課題を克服
して、これを実現しました。
　上部工への PC構造適用は、クリープ変形、乾燥
収縮への対応、不静定力への対応が課題となってい
ましたが、架設方法の工夫や、上部工接合部の背面
盛土を工夫することで、これらの課題に対処すること
ができました。このような工夫がプレストレストコンク
リート技術の発展に大きく寄与するものと評価され、
技術開発賞を受賞することとなりました。

土木学会　技術開発賞

土木学会　第28回映画コンクール最優秀賞

PC工学会　技術開発賞

補強土技術と橋梁技術を融合させた
GRS一体橋梁の開発
■ 設計部　玉井　真一　他

復興の道しるべ
（三陸鉄道北リアス線震災復旧工事）
■ 鉄道・運輸機構  東急建設
　 鉄道総合技術研究所

　

　駅舎のデザインは、福井県が設置した「えちぜん
鉄道福井駅舎デザイン等検討委員会」において、委
員の一人である東京大学名誉教授の内藤廣先生から
の助言を受けて決定しました。「周辺と調和した人に
寄り添うようなあたたかいイメージの駅舎」というコ
ンセプトをもとに、全覆い旅客上家および駅本屋コ
ンコースの天井・壁に地場産スギ材を全面にわたり積
極的に採用しました。
　東側を全面ガラス張りとすることで明るい光が差し
込む開放感のあるホーム空間としたほか、コンコース
は快適に待ち時間を過ごせる空調設備のあるサロン
のような滞在型駅舎空間とし、「小さな路線の大きな
物語」を醸し出しました。
　以上の新たな街のランドマークの誕生が評価され、
協会賞を受賞することとなりました。

鉄道建築協会　協会賞（作品部門）佳作

えちぜん鉄道　福井駅
■ 鉄道・運輸機構  大阪支社　えちぜん鉄道

PC桁を用いたGRS一体橋梁
■ 鉄道・運輸機構  鉄道総合技術研究所

鉄
道
建
設
技
術
に
対
す
る
受
賞

鉄
道
建
設
技
術
に
対
し
て
、
平
成
30
年
度
に
多
く
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
機
構
で
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
設
計
・
施
工
に
生
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
品
質
向
上
・
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
、
技
術
の
開
発
や
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

プロジェクトによるもの

　2011年 3月11日に発生
した東北地方太平洋沖地
震によって、壊滅的な被
害を受けた三陸鉄道北リ
アス線は、当機構の前身
である日本鉄道建設公団
が工夫を凝らして建設し
た路線のひとつです。こ
の路線の復旧工事を、当
機構が中心となって行い
ました。
　本作品は、復旧工事に関係した当機構をはじめと
する土木技術者の社会的責任を踏まえた行動にス
ポットを当てるとともに、地域住民の方々の被災経験
や復興に対する想いを伝える大変貴重な映像記録と
なっています。
　土木技術者が市民生活の安全と安心を支えている
ことを広く認知してもらうために、本作品は非常に有
効であり、受賞にふさわしい作品であると認められま
した。

鉄道・運輸機構だよりNo.62  2019 Summer  26
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　平成 27年 3月に開業した北陸新幹線（長野・金沢間）に
おいて、電源周波数 50Hzと60Hz が突き合わせとなる新高
田 SPと新糸魚川 SPに異周波対策を行う必要がありました。
また、デジタルATC化に伴い、従来の誘導予測計算では、よ
り一層厳しい対策を図る必要がありました。
　一方、従来の誘導予測計算の値は実測値よりも大きい傾向
にありました。そこで、遮蔽効果が見込まれるトンネルや高架
橋、スラブ等の土木構造物鉄筋の等価モデルを考案し、誘導
予測計算に組み込むことで、予測計算の高度化を実現しまし
た。
　精度向上の結果、従来と同等な対策設備でよいことが証明
され、新たな対策設備は不要であることが判明し、プロジェ
クトの経済性が向上しました。このことから、顕著な成果を
評価され、電気学術振興賞進歩賞を受賞することとなりまし
た。

電気学会　電気学術振興賞　進歩賞

誘導予測計算の高度化による経済的な
北陸新幹線ATC装置異周波妨害対策設備の実現
■ 東京支社  敦賀鉄道電気建設所   横田　倫一　他

　従来の新幹線ではヘビーコンパウンド架線を採用してい
ますが、整備新幹線では保守性・経済性を図ることを目的に、
高速シンプル架線を開発し、採用しております。
　しかし、当初の高速シンプル架線には CSトロリ線（銅
と鋼の複合構造）を採用していましたが、複合構造のため、
保守性 (摩耗率）やリサイクル性に欠点がありました。
　そこで、これらの欠点を解消するため、銅の単一構造と
するPHCトロリ線を開発・実用化しました。
　実用化 3年以上を経過してその有効性が実証されたこと
が評価され、澁澤賞を受賞することとなりました。

日本電気協会　澁澤賞

PHCトロリ線を用いた
新幹線用シンプル架線の開発と実用化
■ 東京支社  小松鉄道電気建設所   佐々木　大輔　他

東北電力
（50Hz）

中部電力
（60Hz）北陸電力

（60Hz）

糸魚川駅
上越妙高駅

き電周波数60Hz

き電周波数 50Hz cOT,dOT,eOT: き電区分制御軌道回路き電周波数 60Hz

下り 電車線

下り 軌道回路

上り 軌道回路

上り 電車線

A下 1T

E 上 1T D上 1T C上 1T B上 1T A上 1T

B下 1T C下 1T D下 1T E 下 1T

き電周波数 50Hz
中セクション
き電周波数 50Hz or 60Hz

ATC周波数 1560Hz（60Hz区間 下り線）

ATC周波数 1600Hz（50Hz区間 上り線）

60Hz 区間の高調波を含んだ帰線電流
50Hz 区間のATCに影響を与える

飯山駅

長野駅

黒部宇奈月
温泉駅

新高岡駅 富山駅

金沢駅
白山総合車両基地

新糸魚川SP
新高田SP

土木学会 第 73回　年次学術講演会優秀講演者

実構造物におけるPC構造物と
土構造物の一体化
■ 北海道新幹線建設局  北斗鉄道建設所　
    石井　秀和

地盤工学会 地盤工学研究発表会優秀論文発表賞

急勾配化した補強盛土の実大繰返し載荷試験
■ 設計部  設計第二課
    曽我　大介

日本鉄道施設協会 論文賞

土地収用法を活用し
用地協議が開始できた事例
■ 事業監理部  事業監理課
    松永　祐弥

日本鉄道施設協会 総合技術講演会優秀賞

新綱島駅非開削部の角形エレメント推進工法
－相鉄・東急直通線、新綱島駅（仮称）－
■ 東京支社  工事第二部  工事第四課
 　藤川　博樹

日本鉄道施設協会 論文賞

新技術によりシールド工法と
SENSの併用を実現
－相鉄・東急直通線、羽沢トンネル－
■ 大阪支社  計画部  調査第一課　田中　淳寛
■ 東京支社  新横浜鉄道建設所　金子　伸生

個人の発表・投稿による賞

  地盤工学会 地盤工学研究発表会優秀論文発表賞

PS検層における記録波形の品質改善
■ 大阪支社 工事第四部 工事第八課
    陶山　雄介

整備新幹線用シンプル架線
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第 20回
「鉄道のある風景写真コンテスト」

作品募集
　日本の四季折々の「鉄道のある風景」写真を募集中です。
　今回は、表彰式会場である「鉄道フェスティバル」会場にお
いて、審査委員長の 猪井 貴志 氏(写真家)による講評会を行
う予定です。
■表　　彰
　＊グランプリ（国土交通大臣賞）………………１点
　＊四季賞（春賞・夏賞・秋賞・冬賞）…………各１点
　＊シティ・トレイン・ビュー賞……………………１点
　＊ジュニア賞（18 歳以下対象）…………………１点
　＊入賞 ……………………………………………数点
■主　　催：「鉄道の日」実行委員会／鉄道・運輸機構
■後　　援：国土交通省
■テ ー マ：日本の四季折々の「鉄道のある風景」を題材と
　　　　　　した作品
■応募期間：令和元年7月1日（月）～8月30日（金）必着
■応募資格：撮影マナーをしっかり守っていただけるアマチ
　　　　　　ュアの方
■応募規格：・応募作品は未発表のものに限る

・カラー六切り（ワイド六切り可）、またはＡ4
　サイズでプリントアウトしたもの
・額装、合成写真および組み写真は不可
・おおむね3年以内に撮影をしたもの
・応募点数は一人4点まで
・無人航空機（ドローン等）により撮影した写
　真は不可

■そ の 他：入賞・入選作品は、全国各地の鉄道駅等で行う
展示会等で広く紹介するほか、一部入賞作品は、
鉄道・運輸機構の令和2年カレンダーなどにも
利用させていただきます。

川出　尚志（JR西日本 三江線 香淀駅～作木口駅）

昨年度のグランプリ作品「銀杏輝く」

　

相鉄・JR直通線レール締結式

　

平
成
31
年
３
月
28
日
（
木
）、
相
鉄
・

Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
羽
沢
横
浜
国
大
駅
構
内

に
お
い
て
工
事
関
係
者
を
中
心
に
総
勢

29
名
に
よ
り
レ
ー
ル
締
結
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
整
備
主
体
で
あ
る
堀
口

知
巳
鉄
道
・
運
輸
機
構
東
京
支
社
長
、

営
業
主
体
で
あ
る
滝
澤
秀
之
相
模
鉄
道

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
レ
ー
ル
締
結
装
置
の
ボ
ル

ト
締
め
が
、
竹
内
研
一
東
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
東
京
工
事
事
務
所
長
、
吉

澤
淳
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
関
東
支

社
長
、
柳
下
尚
道
東
鉄
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
、
仙
頭
靖
夫
株
式
会

社
Ｎ
Ｂ
建
設
代
表
取
締
役
社
長
、
主
催

者
の
手
で
行
わ
れ
、
建
設
中
の
相
鉄
・

Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
レ
ー
ル
が
一
本
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

締
結
の
点
検
確
認
、
清
め
の
儀
に
続

い
て
、鉄
道
事
業
関
係
者
に
よ
る
「
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
」、軌
道
施
工
会
社
に
よ
る「
く

す
玉
割
り
」
が
行
わ
れ
、
締
め
く
く
り

と
し
て
モ
ー
タ
カ
ー
に
よ
る
「
渡
り
初

め
」
を
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に
レ
ー
ル

締
結
式
が
閉
式
致
し
ま
し
た
。

東京支社
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平
成
31
年
３
月
27
日
の
東
京
会
場
を

皮
切
り
に
、
全
国
５
会
場
に
て
、
平
成

31
年
度
の
共
有
建
造
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
共

有
建
造
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
内
航

海
運
事
業
者
の
皆
様
を
対
象
に
、
同
制

度
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
全

国
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
内
容
と
し
て
は
、
当
機
構
か
ら

「
共
有
建
造
制
度
」
お
よ
び
「
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ

の
技
術
支
援
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
国
土
交
通
省
海
事
局
海
洋
・

環
境
政
策
課
か
ら
「
内
航
船
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
格
付
制
度
」、
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
財
団
か
ら
「
海
上
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
整
備
助
成
制
度
」、

日
本
財
団
か
ら
「
共
有
船
建
造
事
業
者

向
け
造
船
関
係
事
業
資
金
融
資
制
度
」

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
航
海
運
業
界
に
お
い
て
、

平
成
31
年
度
共
有
建
造
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
報
告

船
員
不
足
お
よ
び
高
齢
化
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
神

戸
・
広
島
・
福
岡
の
３
会
場
で
は
外
部

有
識
者
の
講
演
と
し
て
、
木
村
海
運
株

式
会
社
か
ら
「
船
員
を
求
め
て　

苦
悩

す
る
小
型
タ
ン
カ
ー
船
の
船
員
確
保
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
代
表
取
締
役
・
木
村
美
幸
様

は
特
に
水
産
高
校
か
ら
の
新
卒
採
用
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、「
求
人

票
を
学
校
に
出
す
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ

ひ
と
も
学
校
訪
問
を
多
く
行
っ
て
ほ
し

い
。
継
続
す
れ
ば
必
ず
成
果
に
つ
な
が

る
」
と
い
う
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
も
興
味
深
く
聴
講
さ

れ
、
盛
大
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
全
会
場
合
計
約
２
０
０
名
を
超

え
る
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
、
今
年
度
の
業
務
に

向
け
た
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。
来
年

度
も
内
航
海
運
業
界
の
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

東京会場の様子

福岡会場の様子

佐々木良理事長代理によるあい
さつ

木村海運株式会社　木村社長による講演
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［ くるしま丸 ］
平成 31年 3月 15日、広島県尾道市の
ツネイシクラフト&ファシリティーズ
株式会社において竣工した有限会社く
るしまとの共有旅客船。

■ 総トン数：19 トン　
■ 船　　種：旅客船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：58 名
■ 航　　路：波止浜～来島～小島～馬島

［ ゆりや ］
平成 31年 3月 18日、山口県下関市の
三菱造船株式会社において竣工した萩
海運有限会社との共有旅客船。

■ 総トン数：273 トン　
■ 船　　種：高速貨客船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：200 名
■ 航　　路：見島～萩

［ 六
むつ れ ま る

連丸 ］
平成 31年 3月 28日、長崎県佐世保市
の株式会社沖新船舶工業において竣工
した下関市との共有旅客船。

■ 総トン数：19 トン　
■ 船　　種：旅客船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：80 名
■ 航　　路：竹崎～六連島

［ フェリーニューあわしま ］
平成 31年 3月 30日、大分県佐伯市の
株式会社三浦造船所において竣工した
粟島汽船株式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：654 トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車渡船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：400 名
■ 航　　路：粟島～岩船

［ 鶴
かくじょうまる

城丸 ］
平成 31年 2月 25日、大分県佐伯市の
株式会社三浦造船所において竣工した
佐伯汽船株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：749 トン　
■ 船　　種：セメント専用船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（先進二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：バラセメント等

［ 三
さんこうまる

興丸 ］
平成 31年 3 月 7日、愛媛県八幡浜市
の株式会社栗之浦ドックにおいて竣工
した三興運油株式会社との共有貨物
船。

■ 総トン数：3,906 トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：海洋汚染防止対策船
　　　　　　　（二重船殻構造船）
■ 積　　荷：白油

竣工船の紹介
当機構では、平成 31年 2月から 3月にかけて新しい共有船６隻が竣工致しました。

各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、
地域の交通と日本の物流を支えています。

●旅客船Passenger Ship

●旅客船Passenger Ship

●旅客船Passenger Ship●旅客船Passenger Ship

Cargo Ship●貨物船 Cargo Ship●貨物船
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶ホームページ https://www.jrtt.go.jp/

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後取り上げてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つ挙げてください。〔必須〕1
□ 巻頭言 “還暦”を迎えた船舶共有建造制度

□ 特集 
　 九州新幹線（博多・新八代間）開業による駅周辺の変化と開業効果

□ CLOSE UP  平成31年度計画について

□ WORKING REPORT　「フェリーニューあわしま」建造レポート

□ 寄稿 ～地方鉄道を訪ねて～「伊豆箱根鉄道」

▼ TOPICS
□  「サステナビリティファイナンス」による資金調達について
□ 鉄道建設技術に対する受賞
□ 相鉄・JR直通線レール締結式
□ 第20回「鉄道のある風景写真コンテスト」作品募集
□ 平成31年度共有建造支援セミナーの開催報告
□ 竣工船の紹介

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入のうえ、FAXで送信いただくか、またはホームページの広報誌「アンケート調査票」フォームに入力してください。

編 集 後 記
　

令
和
元
年
第
1
号
の
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
夏

季
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
巻
頭
言
で
は
、
当
機
構
の
前
身
の一つ
で
あ
る
国
内
旅
客
船

公
団
創
立
か
ら
こ
の
6
月
が
60
周
年
目
に
当
た
り
人
間
で
い

え
ば
「
還
暦
」
を
迎
え
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
船
舶

共
有
建
造
制
度
を
利
用
し
た
共
有
船
の
累
積
建
造
実
績
は

4
0
0
0
隻
強
に
も
及
び
ま
す
。
今
後
と
も
海
洋
国
で
あ
る

我
が
国
の
社
会
や
経
済
の
発
展
に
引
き
続
き
寄
与
で
き
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
も
マ
ッ
チ
し
た
内
容
に
も
変
化
さ
せ
る
べ
く
組

織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
特
集
で
は
、「
熊
本
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
、
九
州

新
幹
線
に
大
感
謝
!!
」
と
し
て
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
タ
レ
ン

ト
の
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
し
ま
し
た
。
新

幹
線
の
開
業
で
生
活
す
る
場
所
の
選
択
肢
が
増
え
、
ま
た
、

仕
事
場
へ
の
移
動
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

建
設
主
体
の
当
機
構
と
し
て
は
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

▼
当
機
構
本
社
が
あ
る
、
み
な
と
み
ら
い
線
馬
車
道
駅
構
内

で
流
れ
る
曲
名
は
『
面
影
と
と
も
に
』。
歌
手
は
元
サ
ー
カ
ス

メ
ン
バ
ー
が
結
成
し
た
夫
婦
デ
ュ
オ
の
2
ｖｏ
ｉｃｅ
で
す
。
こ

の
デ
ュ
オ
の
代
表
曲
が
『
Ｙ
Ｏ
Ｕ
〜
1
2
0
歳
の
ラ
ブ
ソ
ン
グ
』

で
還
暦
を
超
え
た
お
二
人
の
歌
声
が
毎
日
流
れ
て
お
り
ま
す
。

馬
車
道
と
い
え
ば
、
歴
史
あ
る
街
並
み
と
新
た
な
開
発
の
交

わ
る
場
所
。
駅
の
デ
ザ
イ
ン
の
円
形
ド
ー
ム
も
こ
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
で
で
き
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
音
楽
と
も
ど
も
駅
舎
の
デ

ザ
イ
ン
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

▼
2
0
1
7
年
に
馬
車
道
命
名
か
ら
1
5
0
周
年
、
こ
の

馬
車
道
駅
で
毎
日
流
れ
る
歌
声
の
夫
婦
デ
ュ
オ
の
年
齢
は

1
2
0
歳
。
ま
た
、
明
治
元
年
か
ら
満
1
5
0
年
の
明
治

1
5
0
年
が
2
0
1
8
年
。
今
年
は
国
内
旅
客
船
公
団
創

立
60
周
年
で
す
。
鉄
道
開
業
も
あ
と
数
年
で
1
5
0
年
と
歴

史
と
伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
周
年
が
続
き
ま
す
。
そ
れ
に
も
ま
し

て
大
切
な
こ
と
は
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
づ
く
り
に
、
鉄
道
や
船
舶

の
交
通
網
整
備
で
貢
献
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
事
業
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
本
誌
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
広
報
課
長
）
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